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<表紙写真> 

益田市小河家庭園 
(昭 和 33～40 年 重森三玲の作庭)  非公開 

 廻遊式の枯山水で、その一部に露地を構成している。庭
園だけでなく、本宅の建築、書院、茶亭すべてが当代一流

で美しい。個人庭園の代表作としてよく紹介される作品で

ある。（庭園文化研究分科会）撮影：山村賢治会員 
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島根県技術士会創立 30周年を迎えて 
         

             島根県技術士会会長 林 秀樹 
 

 
１．会員数１５名から３００名へ 
島根県技術士会は、多くの皆様に支えられて、本年で 30 周年の記念すべき年を迎
えることとなりました。 
本会は、これまで、技術士としての技術研鑽に励み、様々な立場で地域の発展に協

力できたのではないかと思っております。これもひとえに、多くの皆様の励ましとご

支援の賜物であり、本会会員一人一人の努力のおかげと心より感謝しております。 
これまでの本会の歴史を振り返ってみますと、1984 年(昭和 59 年)に「技術士の集
い」として準備活動を開始し、翌年には会委員数 15名による「島根県技術士懇談会」
を設立、本格的な活動を開始いたしました。その後、1987 年(昭和 62 年)に現在の名
称である「島根県技術士会」と改名し、現在まで、様々な地域貢献活動と技術士の地

位向上や会員同士の技術研鑽、交流を続けてまいりました。 
おかげさまで、会員数は約 300名という大所帯となり、島根県では有数の技術者集

団に成長いたしています。 
会員の年齢構成は幅広く、20代の若手技術士から 80代の熟練技術士が、会員に名

を連ねています。年齢を超えた技術交流や若手への技術伝承を積極的に行っているの

も本会の特筆すべき点だと思っています。 
その登録部門は、建設部門はもとより、金属、上下水道、衛生工学、農業、森林、

水産、情報工学、応用理学、環境、経営工学、電気電子、総合技術監理など 13 の科
学部門となっており、会員は産学官の幅広い分野で活躍しています。 

 
２．賛助会員 
島根県技術士会の活動にご理解いただき、賛助会員として加入いただいている企業

は、46社を数えるまでになっています。島根県技術士会が、これまで多種多様な活動
ができたのも賛助会員のご支援があったからと、改めてお礼申し上げます。 

 
３．島根県技術士会のあゆみ  成長期  
島根県技術士会の歴史を振り返ってみると、10年ごとに人が成長するのと同じよう

な歴史を積み重ねてきました。最初の 10 年は、人間に例えると小学校高学年までの
成長期というところでしょう。会員数も少なく、会員同士の顔も見え、研修会や講習

会を開催するなど、和気あいあいの会でした。創立 10周年の記念にとりまとめた「島
根県技術士会 10年の歩み」では、1985年（昭和 60年）に 15名の会員から始まり、
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10周年を迎えた平成 6 年には、46 名の会員
を数えるまでになったことなどが、述べられ

ています。 
ここで、特筆すべきことは、この当時の会

員のうち、20名を超える技術士が、本会で活
動を続けていると言うことであります。 
 この頃から、技術士の知名度も高まり、特

に、建設コンサルタント業務では、技術士の

資格が重要視されることとなってきたことか

ら、多くの技術者が技術士の資格取得にチャ

レンジしてきました。 
 2000年（平成 12年）には、新たに総合技
術監理部門が創設され、専門技術を横断する

総合的な技術監理により、科学技術の高度化、

複雑化に対応する技術が求められることとな

りました。安全管理、情報管理はもとより人的資源管理や経済性管理など、今までの

技術士が苦手としていた分野も手がける技術士の誕生です。島根県技術士会では、現

在、65名の技術士が、総合技術監理部門に登録し、総合的な技術マネジメントや若手
技術者への継続教育などで活躍しています。 
 
４．島根県技術士会のあゆみ  青年期  
 20周年を迎えた 2004年(平成 16年)は、人間
であれば成人式を迎えた年になります。立派な

大人になりました。 
このころには、会員数も 181名を数え、あと

少しで 200名に達する勢いとなりました。発足
当時は 15名の会員でしたので、会員数は 12倍
に増加したことになります。 
 ３０周年を迎えるまでの１０年間は、人間に

たとえると、成人式を迎えた若者が、社会の一

員として大きく羽ばたき、大人としての責任を

果たす時期と同様のチャレンジの時代でした。 
 大学や高等技術専門学校で JABEE（日本技
術者教育認定機構）の認定プログラムを受講し、

修習技術者となった若い技術者が、技術士を目指すことができるようになり、本会で

も準会員であった技術士補から技術士が誕生するようになりました。 
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社会貢献の一環として長年取り組んでいる研究活動や島根大学、島根県立大学、松

江工業高等専門学校、島根県建設技術センター等への講師の派遣など多くの社会貢献

活動にも積極的に取り組むようになったのも、この頃からです。 
 30歳を迎えた島根県技術士会のこれからの 10年は、どんな年になるのでしょうか。
経験を重ねてきた技術士は、後輩となる若い技術者の育成に邁進しなければなりませ

んし、若い技術士は時代に負けない新しい技術を習得し、島根県の発展のために頑張

らなくてはならないでしょう。 
 

５．島根県技術士会の社会貢献 
島根県技術士会の進むべき道は、会員相互の親睦や技術力向上はもとよりですが、

我が「ふるさと島根」が持続的に発展を続けるため、技術士として様々な社会貢献活

動に取り組むことが大切だと思っています。 
毎年、県内各地でテーマを定め、研究活動を続けており、新年１月には研究発表会

を開催しています。この 10 年で特筆すべき研究活動は、石見銀山研究、津波研究、
出雲大社大鳥居研究などだと思っています。幻の鉄道「今福線」の研究では、地域の

皆さんと連携した活動となり、今年は浜田市でシンポジウムを開催することとしてい

ます。 
 教育現場での社会貢献活動として、大学、高専、高校に講師の派遣を行っています。 
 松江工業高等専門学校の技術者倫理の講義では、毎年５名の会員が、それぞれの専

門分野の事例を紹介しながら、全学科の５年生の学生に大講堂で講義をしています。

島根県立宍道高校では、研究部会の庭園文化研究会が調査研究を進めてきた出雲流庭

園の研究成果を、出雲学講座の一つとして講義しました。定時制に通う高校生に、誇

るべき島根の文化を解説し、郷土愛の醸成に努めました。今年度からは、島根県東部

職業訓練校でスキルアップの講座も受け持つことになりました。 
青年部会が中心となって、島根大学と松江高専の学生との産学交流企画も恒例の行

事となりました。一般の講義では取り扱うことの少ない課題に学生達と技術士がチー

ムを組んで取り組み、ユニークな解決策を提案しています。 
島根県建設技術センターの講習会にも長年取り組んでいます。「基準書を開いてみ

よう」という講習会では、道路設計の基準書を題材に事例を挙げて解かりやすく講義

し、好評を得ています。 
新しい技術士の育成にも努めています。毎年、技術士試験申し込み直前に、島根県

測量設計業協会と連携し、技術士受験講座を開催しています。希望者には論文指導も

行い、若い技術士の誕生を手助けしています。 
島根県景観審議会には長年にわたって委員に就任しています。松江市都市計画審議

会、松江市景観審議会、雲南市都市マスタープラン策定委員会などにも委員を推薦し

ています。 
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６．21 世紀の技術士 
技術士に求められるものが、徐々にではありますが、変わってきていると思ってい

ます。 
 私の年代の技術士は、４０代になってから試験に合格し、技術士となった人が多い

と思います。上司や先輩から「君もそろそろ技術士に挑戦しては、どうかね。」と言わ

れて、技術士を取る年頃かなと思ったものでした。博士も同様でした。私が、大学に

入学した頃は、助手や講師の皆さんがドクターの取得に大汗をかいて実験や研究を進

めるのは、当たり前の風景でした。 
技術士や博士は、技術者や研究者にとってその技術や研究の成果の証のようなもの

でした。しかし、現代は資格の時代となりました。技術士や博士の資格を 20 代で取
得することが当たり前となる時代は、目の前に来ていると思っています。資格を取っ

てから、スキルアップする時代となったのです。 
もう一つの課題は、技術士のそのほとんどが企業内技術士であると言うことです。   
島根県内で技術士事務所を開設している技術士は、両手の指で足ります。技術士は、

建築士、弁理士などのように、個人又は専門家集団として事務所を開設することはま

れではないでしょうか。 
技術士事務所を開設すれば、企業内技術士と違い得意の分野の仕事を幅広くできる

と思います。これからは、多様な部門の技術者が集まった、シンクタンク的な技術士

事務所が、できれば良いなと思っています。 
21世紀の技術者は、若くして技術士を取得することが求められています。 
若いときは、企業や技術士事務所でスキルアップし、チームワーク力やエンジニア

デザインの妙味を体得する。技術士として働きながら、専門的な技術力を高め、技術

者倫理、情報管理や社会環境管理などの総合技術監理能力を高め、本物の技術士に成

長していくことが､日本の技術者の生きのびる道だと思います。 
海外での活動も増えると思います。島根の技術士が、海外で大いに羽ばたくことは、

頼もしい限りです。 
今後とも、産業の発展と快適で住みやすい県土づくりのため、会員が力を合わせ、

技術士としての誇りを持って邁進して行きたいと考えております。 
引き続き、皆様の島根県技術士会へのご支援をお願いいたします。 
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事務局活動の報告（平成 21～24 年度） 
松浦 寛司  

1. は じ め に  
 平成 21 年 3 月の中ごろでしたでしょうか、当時の渡部会長・松原副会長・
井上監事・寺田事務局長の 4 名が来社され、「次年度からの事務局を引き受

けて欲しい」とのお話を頂きました。 

その際に対応しました当社の支社長は、「会社が新体制（この時期に日本

技術開発と統合）に移行したところであり、彼が来年も松江に在籍している

のかは不明であるため、承諾の即答は出来ない」とお返ししました。その回

答を聞くが早いか、「では会社（㈱エイト日本技術開発）として事務局を受

けて頂きたい」と渡部会長に返され、支社長は止む無く承諾したと記憶して

います。 

こうして、当社としての三度目の事務局（前任は鐘築一雄氏、小豆澤薫氏）

を受ける運びとなりました。初年度こそ橋尾君との 2名での事務局でしたが、

翌年より橋尾君は栄転人事により東北震災の真っただ中に転出しましたの

で、2 年目からは松浦事務局となった次第です（当方は、今日も同高での安

定？飛行中です）。個人的には、寺田事務局長（復建㈱）、前任松崎氏（㈱ウ

エスコ）の流れがあり、「次はエイトさんだよね・・・」と深い根回し（圧

力）を前任のＭ氏より頂いておりましたので、母校の先輩からの指示に対し

て断る術もなく、心の中では受けるしかない・・・と準備は出来ていました。 

 

2. 事 務 局 運 営  
通常では考えられないことだと思いますが、理事も経験したことが無い

（本会の運営の段取りも、理事会の流れも、会則も十分に知らない？）者が

突然の事務局を担うことになりましたので、本会の活動支援・理事会の運営

は極めて我流での危うい対応となりました。寺田事務局長から頂いた過去の

資料を基に、どの時期に理事会をどんなテーマで開催・・・などと段取りす

べきだったのかもしれませんが、総じて場当たりでの開催でした（反省）。 

事務局の重要な作業には会計作業もあります。皆様や賛助会員様からの会

費をお預かりしており、1 円単位での出納管理が必要になります。空いた時

間を利用しての通帳記帳、手持ちの現金管理や活動補助金の支払い、経費明

細書への転記など、経験したことのない作業の連続でした。 

丁度この時期には、コンサル業務の形態が提案型に移行しつつありました

ので、通常業務に加え各所への閲覧や提案書の作成、更にはヒアリングへの

対応、その上で事務局運営・・・と、極めて厳しい（楽しい）時期であった

と思い起こしております。 
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3. 会 員 の 推 移 と 事 務 局 作 業  
この期間の会員数は、235 名から 284 名への増員となりました（12 人/年

増加）。試験制度の改革を経て安定的な人員の発掘が進み、大会員時代に向

け増員が進んだ頃と認識しています。 

しかしながら、会員の増加は事務・会計処理の煩雑さに直結しました。皆

様への連絡手段は総会案内を除きＥメールを活用した配信システムに移行

していましたので、各種の資料の配信はそれほどの問題はありませんでした。

しかしながら、案内に対するご返答には確認の返答をお送りすることを信念

としていましたので、総会・例会時期にはこの作業だけでも大変な時間を要

したと記憶しています。 

社内のパートさん（時に女房殿も参加）にお願いし、業務と掛け持ちでの

作業をして何とか凌いでいたと記憶しています。 

 

4. 事 務 局 作 業 の 性 格  
事務局の作業は上述のように大変な量であり、相応の自己犠牲なくしては

出来ないことは明白です。しかしながら、専任の事務局を持たない当会にお

いては、誰かがしなくてはならない作業でもあります。会員各位の顔と名前

を相応に記憶し、各所での挨拶や会費の払い込みのお礼・お願い、会の活動

状況を確認し、活動が低迷すれば内々に活動の活性化への叱咤激励。 

かじ取りは会長にして頂くところは当然ですが、それを下支えすることは、

将にこの資格そのもので有ったと感じています。 

 

5. お わ り に  
 当方の任期中には、他県から多数の来客があるような大きな事業はなく、

比較的平穏に役を終えさせて頂くことが出来ました。それでも、総会・例会

やあるいは各所でお目に掛った際には、「事務局作業ではお世話になってお

ります」、「いつも情報を頂きありがとうございます」、「○○の活動を楽しみ

にしていますが、活動案内は未だですかね？」などとお声掛けを頂いていま

した。多少の世辞も含むものとは思いますが、その言葉に何度も救われたと

感じています。 

 事務局作業は“貧乏くじ”、或いは“雑用のかたまり“のように考えられ

がちですが、多数の方との面識を深める機会や、皆様からの感謝の言葉を頂

ける機会も一番多い役職でもあるとも考えます。 

沢山の方とお話をする機会が好きそうな貴方、屋台骨として理事会活動に

参加したいと考えていそうな貴方、未来の事務局さんに期待しております。 

以上 
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事務局雑感(平成 25～26年度) 
 

                                             事務局長  原 裕二 

1.現在の事務局の状況 
島根県技術士会は異なる分野、業種、世代（20 代から高齢の会員まで）の会員か

ら成り、行政、民間、教育研究機関に属する技術者で構成されています。 

多様性と専門性を同時に兼ね備えた組織は、他に類を見ないと言えます。 

その会も今年度で 30 周年を迎え、会員数は 2014 年 12 月で 302 人となりました。

このような慶賀の折りに事務局を拝命していることは、本当に光栄に思います。 

現在、事務局は事務全般を原が、会計を嘉藤太史が行っています。会社で言うと

総務と経理の関係です。1人ではとても手に負えません。 

理事間の相談や皆様への連絡はメールを使っていますのでだいぶ楽ですが、それ

でも総会や新年例会時には大変に混雑します。 

メール作業だけでも 1 日 2～3 時間要することがあります。よって、皆様への返信

はほとんどできていません。この場を借りてお詫びします。 

メールアドレスは、自宅のものを使用しています。その理由としては、 

・会社で入っているプロバイダ契約では、400 件もの一斉送信ができない。 

・会社ではサイボウズを使用しており、Outlook で作成したリストが使いにくい。 

・仕事上のメールとごちゃまぜになって、わけがわからなくなる。 

が挙げられます。 

自宅メールは会社に転送しています。使用しているプロバイダ（出雲ケーブルビ

ジョン）やウイルス対策ソフトが比較的強力なので、今までは問題がありません。 

今後もセキュリティ対策を継続していくことが必要です。 

 
2.事務局の仕事 
事務局の仕事は次のようなものです。大変な順に並べてみます。 

１）名簿の作成 

名簿情報は総会出欠はがきを頼りにしています。以前 Access で作成しても

らったシステムに情報を転記し(嘉藤理事担当)、皆様に確認していただきま

す。新入会員には顔写真を、賛助会員には広告をお願いします。 

基本的には自己申告制なので、明らかな間違い以外はそのまま掲載してい

ます。連絡がない場合は、何年もそのままになっています。 

名簿が完成すると、その年度の仕事が終わったような気になります。 

２）会費の督促 

名簿作成は体力勝負ですが、会費の督促は精神的にきつい作業です。人間

に対する不信感と憐憫の情が交錯します。会費はお支払い下さい。 
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３）会計処理   －－＞長年のデータが整理されており本当に助かります。 

４）総会の準備  －－＞出欠を把握することが最も重要になります。 

５）新年例会の準備－－＞研究部会主催なので、懇親会だけ担当します。 

６）理事会の開催 －－＞年８回予定しています。 

７）各種の連絡事項 

 

3.今後の事務局のあり方 
今後の事務局のあり方は、法人化の問題と切り離しては考えられません。つま

り、日本技術士会島根県支部の設立の問題です。もちろん長所と短所があります。 

★良くなること 

・公益社団法人となり、母体の組織が強固なものになる。 

・日本技術士会からの協力・支援が受けやすい。 

・事務作業、少なくとも入退会や会費の督促等が軽減される(前述の繰り言の

ようなことが解消される)。 

★懸念されること 

・会費が上がる。 

・会員数が大幅に減少する。 

・研究活動が衰退する。 

活動はＣＰＤにカウントされるような、つまり講師を呼んで話を聞く形

式の講習会が主流になる。少なくとも今福線の遺構や八雲風穴、庭園など

を見に行くことに助成金が出るとは思えない。30 年にわたって地域の発展

のために続けてきたような研究活動は衰退する方向に向かう。 

これではつまらないので有志で集まり、お金を積み立てながら活動する

ことになる。しかし、それは現在の会と同じではないか。 

 

現在の予算規模では、専任の事務局を設けるには無理があります。今後もしば

らくは今のやり方を踏襲していくことになります。 

皆様には事務局に関して御理解されており、いろいろな機会に激励や慰労の言

葉をいただきます。大変ありがたいことだと感謝しております。 

しかしそれを伝え聞いた所属会社の方としては、「それでは何とか応援しよう」

という考えと、「そのように労力がかかるものなら、早くやめさせて仕事をさせ

ないと」と考える場合と２通りあります。難しいものだと感じています。 

幸いなことに皆様からの格別な御協力があり、また歴代の理事・監事の方々に

御尽力いただいたおかげで、思ったよりは苦痛ではありません。 

むしろ新しい知識が得られ、知らなかった世界が開けます。人脈も広がります。

一度は事務局をやってみることをお勧めします。 
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研究部会の活動記録（平成 17～26 年度） 
研究部会長 和田 浩  

1. は じ め に  
 島根県技術士会では会員の技術力の向上と技術を通じて地域に貢献する

こと、並びに会員相互の親睦を深めることを目的として、研究部会による活

動を行っています。 

研究活動は、研究部会が母体となって共同で行う分科会による研究と会員

個人で行う研究からなっています。近年は関係機関からの研究報告の発表依

頼や地域の方々との連携も多くなってきており、島根県技術士会が誇れる活

動となっています。 

 

2. こ の 10 年 の 活 動 内 容 （ 平 成 17 年 ～ 平 成 26 年 ）  
 分科会方式による活動は平成 12 年度より行われ、平成 16 年度には表 2.1

に示す 8 分科会が発足しました。 

表 2. 1 平 成 16 年 度 の 分 科 会  

  
平成 17 年度からの 10 年間の活動は、次に示すように概ね３つの期間に分

けることができます。 

 

（1） 平 成 17 年 度 と 18 年 度  
平成 17 年度と 18 年度は、平成 19 年に石見銀山が世界遺産登録を目指し

ていたことより、研究部会の活動は石見銀山をテーマに多様な角度から前述

した 8 分科会を表 2.2 に示す分科会に編成し集中的に調査研究を行いました。 

表 2. 2 平 成 17・18 年 度 の 分 科 会 
 

 

 

 

そして、平成 18 年度は、石見銀山関連の集大成として位置づけ、坑道だ

けではなく、銀山周辺の歴史遺産、銀山街道やそれらを利用した観光コース

の設定等について調査研究をするとともに、これまでの研究成果（平成 14

年 18 年度）を取りまとめ、平成 19 年 1 月に研究発表会を大田市の「あす

第１分科会（防災・災害地質・GIS） 第５分科会（地域資源） 

第２分科会（中山間地域研究） 第６分科会（水資源と環境） 

第３分科会（環境・景観） 第７分科会（地震関係） 

第４分科会（まちづくり） 第８分科会（リノベーション） 

１.トロッコ、金生坑及び交通 ４.まちづくり 

２.防災・地震 ５.周遊コース 

３.過去の土木遺産 ６.景観・環境 
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てらす；島根県立男女共同参画センター」にて一般公開という形式で開催し

ました。 

発表会には大田市民の方々の来場もあり、盛況のうちに終えることができ

ました。 

 

（2） 平 成 19 年 度  平 成 21 年 度  
 石見銀山関連の研究活動が一段落した平成 19 年度から 3 年間は、新たな

企画として奥出雲地区と浜田弥栄地区の 2 地区に分かれて、「しまね田舎ツ

ーリズム」として活動されている施設や宿を訪問し、現地視察や地元の方々

との意見交換により、地域が抱える課題を抽出し、その対策について取りま

とめました。 

 また、大正 4 年（1915 年）に建造された出雲大社大鳥居について、「その

構造と性能」として、建設経緯や寄進者である小林徳一郎氏の人物像の調査、

既往資料の収集、補修工事に関して工事関係者からの聞き取り調査や施工時

の調査資料の収集と再整理、構造特性・耐久性や耐震性能の検証等、様々な

角度から調査を行い、地域の重要な文化遺産として活用していくための提案

を行いました。この研究活動は平成 22 年度まで 4 年間行われ、コンクリー

トの耐久性に関しての調査研究は、より専門的な見地から島根県技術士会の

会員も所属している島根県コンクリート診断士会との合同で行われました。 

 

（3） 平 成 22 年 度  平 成 26 年 度  
 平成 22 年度からは、平成 14 年度より活動が行われている水資源・環境分

科会は活動を継続するとともに、魅力的ではあるがまだ周知されていない地

域資源に着目した分科会を新たに立ち上げ、平成 26 年度も継続して活動を

しています。 

 新たに立ち上げた分科会；「島根の地域振興研究分科会」、「庭園文化研究

分科会」、「今福線研究分科会」、「生物多様性研究分科会」、「江の川橋梁群調

査研究分科会」、「バイオマス研究分科会」 

 新しい分科会の活動は、今まで以上に地元や地域との密着性が強くなって

おり「島根の地域振興研究分科会」では、出雲市佐田町朝原地区に存する「八

雲風穴」の研究で風太郎グループや出雲集落支援員の方との交流が行われ、

「庭園文化研究分科会」では、非公開や個人の庭園を現地視察しています。 

「今福線研究分科会」では地元自治会との交流をきっかけに、「今福線マッ

プ」の作成を「中国地方地域づくり等助成事業-（一社）中国建設弘済会」

の助成を受けて行いました。 

 この 10 年間の共同研究の活動内容は、表 2.3 2.5 の通りです。 
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表 2. 3 こ の 10 年 間 の 活 動 内 容 （1/ 3）  
 

 
 
  

年 分科会名 主な活動内容

石見銀山の共同研究 H19年度に世界遺産登録を目指す石見銀山をテーマとして、6分科会
にてその魅力を掘り起す

水資源及び環境 石見銀山の研究に先立ち、活動を開始していたため引き続き「忌部
の水質」についての調査研究

平成18年 石見銀山の共同研究
石見銀山関連の集大成として位置づけ､坑道､その周辺の歴史遺産、
銀山街道やそれを利用した観光コース等について調査研究するとと
もに、これまでの研究成果を取りまとめ公開の研究発表会を開催

水資源と環境 忌部川流域の水利用や水質の経年変化や水質汚濁についての調査研
究

出雲大社大鳥居研究会 出雲大社大鳥居の構造や補修履歴について既往図書や工事業者を中
心とした調査

｢しまね田舎ツーリズム｣
浜田弥栄地区分科会

「ふるさと体験村」に宿泊し、その周辺地域である浜田市弥栄地区
の状況等を調査

｢しまね田舎ツーリズム｣
奥出雲地区分科会 「若槻屋」に宿泊し、鉄の歴史村や雲南市吉田町の状況等を調査

出雲大社大鳥居研究会
出雲大社大鳥居の構造について既往資料や関係者より入手し、耐久
性や構造の安定性についての考察
耐久性の調査等は、島根県コンクリート診断士会と合同研究

｢しまね田舎ツーリズム｣
浜田弥栄地区分科会

「つゆの宿」に宿泊し、その周辺地域である江津市松平地区の状況
等を調査や、地区の祭りに参加

｢しまね田舎ツーリズム｣
奥出雲地区分科会

奥出雲たたらと石見銀山の観光ネットワークを考えるものとし、連
携のポイントである三瓶山周辺の自然・景観環境や神社等について
調査

出雲大社大鳥居研究会 H19、20年の活動で得たデータを基に、「耐震性能照査」を実施

水資源と環境分科会 島根県内の気温や降雨における気候変動について、「浜田」､「松
江」､「西郷」の観測所のデータの調査と傾向

｢しまね田舎ツーリズム｣
浜田弥栄地区分科会

当研究の初年度である弥栄地区に存する宿「陽気な狩人」に宿泊
し、再度その周辺地域にあるツーリズム宿や農場等の状況を調査
2年目に視察した松平地区でのワークショップへの参加、3年間の活
動についての取りまとめ

｢しまね田舎ツーリズム｣
奥出雲地区分科会

島根県内にも似た地名がある鳥取県日南町への調査、木次線トロッ
コ列車「奥出雲おろち号」の活用方法、出雲流庭園など多岐につい
て調査

出雲大社大鳥居研究会 H19年 21年までの研究成果と、H2年に補修工事を行った施工業者
（(株)森本組）からの貸与資料を再調査と総括

水資源・環境分科会
島根県内の気温や降雨における気候変動について、「浜田」､「松
江」､「西郷」の観測所のデータの調査と傾向について考察　佐陀
川の歴史や活用方法、宍道湖の環境保全についての調査

石東地域の地形地質に
関する地域貢献研究分科会

大田市周辺の地形・地質を活用した地域活性化や地域貢献を目的と
して、羽根漁港を発着点とした伝馬船でのエコ・アド・ツアーや三
瓶山火砕流の痕跡地の調査

バイオマス研究分科会 島根県内の木質バイオマス利用の実施例として邑智郡森林組合や三
瓶自然館サヒメルを視察

庭園文化研究分科会
島根県内の日本庭園を訪ね、庭園の魅力や作庭技術に触れ、地域資
源としての活用や保全を考えていくことを目的として、出雲市、斐
川町に存する「出雲流庭園」（出雲地方独特の作庭様式）を調査

今福線研究分科会
H20年に土木学会より選奨土木遺産に認定された「今福線コンク
リートアーチ群」が存する幻の広浜鉄道「今福線」の現状把握とし
て遺構を調査

平成17年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年
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表 2. 4 こ の 10 年 間 の 活 動 内 容 （2/ 3）  
 

 

 

 

 

 

 

 

  

年 分科会名 主な活動内容

水資源・環境分科会 歴史的な水利構造物として意宇川の視察を行い、開削の要因やその
事業効果についての調査

島根の地域振興研究分科会
石東地域として銀の積出港であった、仁摩町鞆ヶ浦周辺の海岸地形
を観光遊覧船の利用等により調査を行い、仁摩町大国まちづくりセ
ンター長との意見交換

バイオマス研究分科会 市民参加型の木質バイオマスの活用事例として鳥取県智頭町「木の
宿場プロジェクト」を視察するとともに、伐採等の実体験を実施

庭園文化研究分科会
典型的な出雲流庭園と言われている松江市に存する重要文化財「八
雲本陣」と佐草邸庭園の視察
その発生背景や作庭技術等について調査

今福線研究分科会
H22年の現地調査で確認できなかった遺構の状況調査や地元の方々
との交流
今福線の利活用方法や情報発信についての意見交換

生物多様性研究分科会 初年度の活動として、生物多様に関するアンケート調査の実施、雲
南市大東町山王寺の棚田の現地調査や棚田まつりへの参加

水資源・環境分科会
松寄下釣樋の場所や来原岩樋の現地調査や出雲三兵衛の一人、大梶
七兵衛が成した事業やその効果についての検証
H22 24年の活動の取りまとめ

島根の地域振興研究分科会 温泉津地域（堂床山、銀山街道、福光石）の地形・地質の調査

バイオマス研究分科会 バイオマス事業の先進地である岡山県真庭市を調査対象として、
「バイオマスツアー真庭」というツアーへの参加と事例の体験

庭園文化研究分科会 現役庭師の方と一緒に個人庭園、料亭庭園、寺庭園等を視察し、
「出雲流庭園」の特徴の整理や歴史についての考察

今福線研究分科会
今福線のマップ作成を目的として、下府駅から今福までを3区間に
分けて、詳細な現地調査や遺構の案内コメントの作成
全部で4枚構成のマップの素案を作成

生物多様性研究分科会
宍道湖湖岸でのヨシ再生の現地状況や、飯南町での赤名湿地性植物
群落の現地視察
飯南町森林セラピーについて講師の方との意見交換

水資源・水環境分科会
選奨土木遺産に認定されている忌部川の千本ダムと大谷ダム、松江
市の忌部浄水場の視察
ダム構造や浄水場の濾過方式のメカニズムについての調査

島根の地域振興研究分科会
出雲市佐田町朝原地区に存する「八雲風穴」について現地調査や風
太郎グループ会長や出雲集落支援員との意見交換
風穴内外部の気温の連続観測

庭園文化研究分科会 島根県西部の津和野町の国指定名勝「堀庭園」や一般公開されてい
ない文化庁登録記念物「亀井氏別邸」「椿氏庭園」などを視察

今福線研究分科会
今福線新線である下長屋トンネル（L=1633m）内の現地調査を地元
の自治会長さん達と行い、状況把握や利活用の意見交換
今福線マップの作成と島根県技術士会HPへの掲載

生物多様性研究分科会
八幡湿原や赤名湿地性植物群落の現地視察、中海自然再生協議会と
の意見交換
山王寺本郷棚田委員会主催の自然観察会への講師派遣

江の川橋梁群調査研究分科会

今年度より、江の川（江津～三次）に架かる橋梁群の建設経緯や歴
史検証、橋梁の基本諸元の整理やマップの作成を目的として、活動
を開始
広島県境～美郷町役場までの10橋についての現地視察

平成23年

平成25年

平成24年
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表 2. 5 こ の 10 年 間 の 活 動 内 容 （3/ 3）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4） 活 動 の 成 果 （ 研 究 報 告 書 ）  
 活動の成果は、毎年研究部会活動に参加した会員が活動内容、現地視察で

の課題、その対策や感想等について研究報告として作成します。 

研究報告書は、分科会活動による報告と個人が研究した報告から構成され、

この 10 年間の研究報告の数は図 2.1 に示すように年々増加傾向となってい

ます。 

表 2. 6 研 究 報 告 書 の 構 成  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 18 年度は、石見銀山に関する過去の研究をまとめており、 

（ ）内の数字が平成 18 年度の活動報告を表しています。 

 

  

年
分科会活動

（編）
個人研究

（編）
合　計

平成17年 13 2 15

※平成18年 43（12） 1（1） 44（13）

平成19年 15 4 19

平成20年 14 3 17

平成21年 15 4 19

平成22年 26 5 31

平成23年 31 3 34

平成24年 29 7 36

平成25年 41 4 45

年 分科会名 主な活動内容

水資源・水環境分科会 「四国の豊稔池・満濃池」の現地視察

島根の地域振興研究分科会 出雲市佐田町の「風穴」の掘り起しとして新たな4か所について風
穴かどうかの現地調査や状況・利用実態の調査

庭園文化研究分科会
京都に居を構え全国に数多くの作品を残している作庭家・重森三玲
が手がけた県内の個人庭園（２作品）の現地視察
「島根の庭園マップ」を島根県技術士会HPへ掲載

今福線研究分科会
今福線マップ更新とH27年8月に開催される今福線シンポジウムに向
けた新たな情報収集のための現地調査
シンポジウムに向けた実行委員会としての参画

生物多様性研究分科会 「ご神木・荒神さん・社寺林」をテーマとして、意宇川流域（松江
市東出雲町周辺）のご神木・社寺林を視察

江の川橋梁群調査研究分科会 浜原ダム～江津市桜江町までの区間の橋梁について現地視察

平成26年
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（5） 活 動 の 思 い 出 話 と エ ピ ソ ー ド  
 研究部会としての活動が終結した「石見銀山の研究」と「出雲大社大鳥居

の研究」での思い出話やエピソードについて、各研究の世話役や幹事を担当

された長嶺さんと松浦さんに振り返ってもらいました。 
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研究報告の数

分科会活動

（編）

個人研究

（編）

合 計

(折 線 )  

図 2. 1 研 究 報 告 数 の 推 移  

図 2. 2 こ の 10 年 の 研 究 報 告 書
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【石見銀山にまつわる分科会活動についての雑感】 
 長嶺 元二  

世界遺産に登録されると、一時石見銀山に観光客が集まったが、その後の

客足は減少を続けていると聞く。行ったことのある人ならば、さもあらんと

思っているに違いない。交通の便が悪いから、歩く距離が長いから、宿泊施

設がないから、と人気がでない理由は幾つもあろう。こうなることは先刻承

知であり、世界遺産登録の目的は客寄せのためではない、との反論もあろう。

しかし、地域経済としては観光客が多いに越したことはないし、リピーター

を呼べるほどの魅力があるに越したことはない。 

私が石見銀山にまつわる分科会活動に関わるようになった発端は正確に

覚えていないが、銀山の魅力掘り起こしに少しでも力になれないかと、思い

つきで言ってしまったためのような気がする。ものぐさな私が何年間かにわ

たり活動の世話役を引き受けたのは、そうせざるを得なかったためであろう。

世界遺産に登録される以

前のことなので記憶がか

なり曖昧で恐縮であるが、

原稿を頼まれた以上、徒然

に思い出す努力をしてみ

た。 

世の中には不思議な植

物があるもので、金や銀が

あるところに好んで生息

するシダ植物がある。昔の

山師らはこのシダを探し

て山中に分け行ったらし

い。そのシダを「蛇の寝ゴ

ザ」という。その繁茂地に

案内板を立てれば、銀山を散策する人が鉱石探しに思いを馳せ、少しの楽し

みになるような気がした。そこで、会のメンバーの一人で、その道の専門家

である平野浩氏（森林部門他）を先生役に仰ぎ、蛇の寝ゴザ探しを行った。

シダの種類は非常に多いそうで、外見で判断がつかない場合は根を掘り出し

て判別するよう指導を受け、私を除く皆が蛇の寝ゴザを見分けられるように

なった。そして、２年にまたがる成果として、蛇の寝ゴザマップを原裕二氏

（応用理学部門他）が報告している。 

その他にも、石見銀山資料館学芸員の仲野義文氏に仙の山の向こうにある

遺跡を案内していただいたり、大田市の職員と一緒に仙の山に登ったりもし

写 真 1. 蛇 の 寝 ゴ ザ  
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たように覚えているが、私

が最も印象深かったのは、

メンバーの尽力により、一

般公開されていない坑道

に入らせてもらったこと

である。仙の山の下には観

光客が目にすることのな

い坑道がたくさん穿たれ

てあり、そのなかで仙の山

の真下を貫くトロッコ坑

道を探検させてもらった。

坑壁は所々崩壊しており、

多少の恐怖を覚えながら

奥を探ったが、この坑道が

手を入れればまだ使えそ

うなことがわかった。そし

て、この時の活動を多久和

豊氏（建設部門）が、トロ

ッコ列車を蘇らせ、ロープ

ウェーで大森の谷をわた

る、石見銀山テーマパーク

化計画として報告してい

る。 

私たちの活動成果は世

話になった関係者、例えば

大田市石見銀山課等に提

出させていただいている。それが直ぐに役立つものとはとうてい思ってもい

ないが、いずれ誰かのなにかの発想のきっかけになればめっけ物と願ってい

る。       

以上 

 

 

 

  

写 真 3. ト ロ ッ コ 坑 道 （ 金 生 坑 ）  

写 真 2. 本 谷 の 遺 跡  
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【出雲大社 大鳥居研究（Ｈ19 年～Ｈ22）】 
出雲大社大鳥居研究会 松浦 寛司  

1. は じ め に  
 来る平成 27 年（2015）11 月には、出雲大社大鳥居（1915）は建造 100 年
を迎えます。日本一古い鉄道橋（安来市：島田川橋）が国鉄の事業として建

造された 1904 年から 11 年後に、個人の篤志家が遥かに大きなこの鳥居を建

造し寄進しています。この鳥居の偉大さは、鉄筋コンクリートとして 100 年

もの歴史を絵はがきの姿で証明できること、今日も平然と聳え参拝客を見守

り続けていること、さらにその各部の構造が相応に明らかなことであると考

えています。 

 この研究のきっかけは、佐藤忠雄会員の一言であり、「出雲大社の大鳥居

は私よりも年寄であり、どうにかしてその構造を調べてみたい」から始まり

ました。当時の佐藤会員は、御年 80 歳を越えられていましたので、大鳥居

の歴史を知らない当方には、“まさか・・・”との驚きでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 4. 大 鳥 居 の 施 工 時 写 真 や 絵 葉 書       
 

2. 偶 然 の 巡 り 合 せ  
佐藤会員とお話しをさせて頂いた中では、出雲大社へ大鳥居の資料の提供

をお願いしても簡単には情報を頂けない模様であること、他の会員からも立

場を変えたお願いでも情報提供頂けることはないだろうと、先が見えない状

況でした。 
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当時、私は隠岐の橋梁補修・補強業務を実

施しており、「建造後 30 年ほどで補修が必要

な施設があれば、100 年近くも健全な鳥居もあ

る。しかしながら、残念なことにその構造を

知ることが出来ない」と担当者（Ｆ氏）に話

しました。するとＦ氏は、自身は千家宮司と

幼なじみであり、大社町の住人として研究の

意図に賛同するので、千家宮司へ仲介をして

あげようと運んだ次第です。これが、この研

究が動き出す大分岐点になり、将に“大鳥居

を勉強しろ”との寄進者の意を感じるほどの

偶然でした。                  図 1. 基 礎 詳 細 図 
1 か月ほど後にＦ氏と一緒に出雲大社にお邪魔したところ、宝物殿より探

して頂けた 4 枚の図面をお借りできました。そこには、緑の下地に白インク

で作図された、大鳥居の笠木・縞木・神額・貫・柱・台石・基礎の図面が用

意してありました。 

将にお宝に巡り有った一瞬でした。 

 

3. 偉 大 な 篤 志 家 「 小 林 徳 一 郎 翁 」  
この研究は大鳥居の構造を研究したいと始めたものでしたが、郷土が生ん

だ偉大な篤志家「小林徳一郎翁」を知る機会になりました。小林徳一郎翁は、

邑智郡高原（旧瑞穂町高原）の生まれでありますが、若くして小倉の地で成

功し、九州の各地や当県に多大な篤志家活動をされています。  

私自身はこちらにも強い感銘を受けました。絵描きの才があれば「伝記漫

画 小林徳一郎」・・・腕が無いため断念、錦織良成監督にお願いして「小

林徳一郎の生涯」なる映画・・・提供資金がないため断念、こちらは妄想と

断念の世界でした。 

小林徳一郎翁の篤志家活動に対しては、地元の高原や小林家の郷里である

横田町において各種の功績を伝える行事が行われており、我々も郷土が生ん

だ偉大な篤志家として、その功績を広く認識すべきと思うところです。 

 

4. 出 雲 大 社 大 鳥 居  「 そ の 歴 史 と 構 造 」  
この研究を通じて大鳥居の構造や施工技術、更には耐久性を向上させた仕

上げの技術が極めて優れていたと感じています。自重の軽減に用いた笠木・

縞木・柱への中空構造、施工効率を向上させるために用いたであろう鉄骨併

用構造、軟弱地盤部に地下水位の高さを反映した木杭と玉石の地盤補強構造
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など、今日までの 99 年間の地震や強風に耐え得る構造を見事に見出してい

ます。 

他方、高原神社の鳥居に見られたように、コンクリート打設面に仕上げモ

ルタルを被覆工として用いたものと考えられ、これが日本海からの季節風に

よる塩分の侵入や中性化の進展を見事に遮断したものと想像します。当時は、

化粧仕上げ材として用いられたと考えますが、見事に有害物の侵入を防止す

る 2 次作用を生んだと考えます。 

この研究により得た大鳥居の資料や先人の知恵について、当会や島根県コ

ンクリート診断士会はもとより、県内の県土整備事務所への出前講座、県内

の建築士会での研修活動、更には西日本技術士業績発表会、全国コンクリー

ト診断士会の業績発表会を通じて、宣伝マンとして以下のようにお話しをさ

せて頂いています。 

「先人の知識・努力・丁寧な仕上げと情熱が見事に融合したことが、100

年もの長きにわたり、出雲の地に聳える大鳥居を成し、今日の技術屋が学ぶ

べき手本である」。 

 

5. 最 後 に  
出雲大社大鳥居研究は、施工当時の図面と補修時に調査が行われた各種の

データの収集、更には活動に参加された方々の熱意により進めることができ

ました。 

他方、先に示した高原神社の鳥居においては、それらの資料が無い中で、

言わば今日の篤志活動の如く、地元の方々の寄付金により補修工事が成され

ています。恐らく、施設管理者が特定できない全国の類似施設においても、

同様の活動の中で今日までの施設保存が続いているものと考えます。 

小林徳一郎翁が残された施設には、横田町の稲田姫神社の鳥居や参道のＲ

Ｃ立体ラーメン橋もあります。今回の活動を通じて得た経験を踏まえ、先人

の遺産を後世に伝える活動に積極的に参画して行きたいと感じるところで

す。                              以上 
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3. こ れ か ら の 活 動  
 島根県技術士会ではホームページ(http://peshimane.net/)で研究部会の

活動をはじめ、色々な情報発信を行っています。その中で「今福線研究分科

会（H26 年 2 月 9 日掲載）」と「庭園文化研究分科会（H26 年 12 月 16 日掲載）」

は、下図に示すようにマップを作成し掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 1 島 根 県 技 術 士 会 ホ ー ム ペ ー ジ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 2 庭 園 文 化 研 究 分 科 会 の マ ッ プ   図 3. 3 今 福 線 研 究 分 科 会 の マ ッ プ
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「島根の庭園マップ」は、これまで視察した庭園について Google Maps 

Engine（Lite 版）を利用して、位置（住所）、作庭様式・年代、概要や写真

等を公開しており、ホームページ上のバナーをクリックすることによりアク

セスすることができ、今後も随時、写真や記事を追加していきます。 

「今福線マップ」は、遺構（トンネルや橋梁）の写真やその概説をしてお

り自由にダウンロードができるようになっています。 

「今福線研究分科会」は、平成 26 年 2 月にマップの作成と分科会の研究

活動や遺構（今福線は現在、浜田市が管理をしています）の維持・保存・活

用方法をアピールするため、浜田市長を訪問しました。それが一つのきっか

けとなり、平成 27 年 8 月に「広浜鉄道今福線を活かすシンポジウム」が浜

田市で開催されることとなりました。島根県技術士会（今福線研究分科会）

は共催として企画立案や運営の参画にも携わっており、シンポジウム後も今

福線が地域のお宝として活用できる方策の提案や手助けをしていきたいと

考えています。 

今後は、他の分科会活動についてもマップの作成や、過去の活動も含め「島

根の庭園マップ」同様、Google Maps Engine を利用した活用を予定しており、

より多くの情報を発信していきたいと考えています。 

 

平成 26 年 4 月現在、島根県の人口は 70 万人を割りました。10 年前の平成

17 年の人口は約 74 万人で、昭和 30 年（1955 年）の 92.9 万人をピークに年々

減少しており、約 10 年後の平成 37 年には 62 万人になると予測されていま

す。少子・高齢化も進んでいく中、地域の活性化や発展を図っていくために

は、交流人口を増やしていくことが必要となります。 

出雲大社の「平成の大遷宮」により、県内外から多くの方が出雲市や松江

市を訪れています。平成 26 年には「石州半紙（浜田市三隅町）」が「和紙：

日本の手漉和紙技術」として「ユネスコ無形文化遺産」に再記載されました。

また、本会も研究対象として取り上げ平成 19 年に世界遺産（文化遺産）と

して登録された「石見銀山」もあります。その他、まだまだたくさんのお宝

が県内各地に埋もれています。お宝となる資源の掘り起しやその資源を科学

的にアプローチすることで、地域の発展に貢献できるものと考えます。 

本部会の活動を通して情報を発信していくことで少しでも多くの交流人

口が増え、地域が活性化していくことを願います。 

 

4. お わ り に  
 研究部会の活動は、島根県技術士会の中心の一つと言っても過言ではあり

ません。本部会への活動に参加することで地域が抱える課題や問題点に直面
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しそれを解決する方法や対策を考えることは、単に仕事や業務での問題解決

や算式で答えが導き出せるようなものではなく、色々な意見（地元や地域）

を聞き入れ取りまとめながら（ある意味では妥協しながら）行わなくてはな

らず、それこそ手探り状態で答えを見つけていかなくてはなりません。 

自分の専門分野や技術とは異なる分野に関わることで、基準にとらわれな

い柔軟な発想を引き出すことができるのではないでしょうか。 

本部会の活動で培われる問題解決能力は、業務を進めて行く上においても、

また、説明責任を果たす上でも非常に役立つものであると考えます。 

 

 平成 25 年度は、7 月 28 日に津和野町で、8 月 23 日 25 日に江津市・浜田

市・邑南町で豪雨災害が発生しました。災害の復旧・復興に関わる業務等で

多忙の中、多くの会員の皆様に分科会活動に参加していただき、研究報告数

も過去最多となりました。また、平成 26 年 1 月の新年例会では、直前の開

催会場の変更（発表会、懇親会とも別々）にも関わらず、林会長、事務局を

はじめ理事の皆様の迅速な対応と会員の皆様のご協力により無事開催する

ことができました。 

困難な問題に立ち向かい解決していく、まさに我々技術士に求められる問

題解決能力の発揮と島根県技術士会皆様の団結力の賜物と思います。 

 

現在、島根県技術士会の会員数は約 300 名となっていますが、分科会活動

への参加者は継続活動が多いため固定化されてきた感があります。しかし、

分科会の内容に興味のあるものやもっと知りたいと思うもの、あるいは現地

視察が皆様の住居近くで行われる等、もっと気軽な気持ちで参加していただ

ければと思います。 

 

最後に部会活動への参加は会員の皆様のご協力はもとより、皆様が所属し

ている会社や機関のご理解があればこそと考えております。ここに記してお

礼を申し上げますとともに、これからも是非多くの会員の皆様に参加してい

ただきたいと思います。 
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                    交流部会の活動記録 
                                                  交流部会長 佐藤 勝則 
 交流部会では、受験対策講習会の開催や他県技術士会との交流会及び審議会等への
委員の推薦など技術普及や交流活動を支援しています。 
 
1.技 術士第二次試験受験対策講習会 
  本講習会は平成６年度から開催されており、現在は島根県測量設計業協会と共催し、
青年部会の全面的な協力を得て毎年４月に開催しています。 
  全体講義の講師には平成２２年から島根大学ＯＢで APEC-semi を主宰されている 
鳥居直也氏（福井県小浜市在住）を迎え、試験の動向と基本的な心構えについて指導
をいただき、引き続き受験部門ごとの班別に青年部会の技術士２０数名が個別指導を
しています。例年３０～４０名程度の受講で、多くの合格者を輩出しており、筆記試
験合格者には口述試験の模擬面接もしています。 

         

     鳥居直也氏による特別講義              青年部技術士による個別指導  
 
2.他 県技術士会との交流活動 
 平成９年から他県技術士会との交流を定期的に行うようになり、現在 4県の技術士
会（鳥取県、岡山県、香川県、高知県）に広まり、名称も日本海・瀬戸内海・太平洋
縦断技術士会となっています。 
交流会は、テーマに沿った事例紹介や意見交換会（懇親会）など有意義な情報交換の
場となっています。平成２７年は島根県の当番ですので、多くの会員の参加をお願い
します。 
   平成２３年９月 岡山県倉敷市 「持続可能な社会づくりに向けた取り組み」 
   平成２４年８月  高知県高知市 「自然エネルギーと高知の歴史」 
   平成２５年８月 香川県高松市 「地域活性化に向けた取り組み」 
  平成２６年８月 鳥取県鳥取市 「ジオパークに向けた取り組み」 
 また、平成１６年１０月に米子市で開催された第３４回日韓技術士会議に当会から
４０数名が参加し、両国技術士となごやかな友好親善の場を持ちました。 
平成１８年１０月には、日本技術士会北陸支部と中四国支部のご協力と新潟県土木
部の格別のご配慮により、中越地震災害の復興状況を長岡市、旧山古志村を中心に視
察しました。 
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縦断技術士会 in 鳥取 事例発表            パ ネルディカッション 
 
3.委 員会・講習会への講師派遣 
  行政機関、教育機関や各団体から審議会、講習会の委員、講師の推薦依頼があった
場合、本会会員に公募し適任者を推薦しています。  
 現在、派遣している委員会などは次のとおりです。今後も同様な依頼がある予定で

すので、科学技術の社会貢献活動に積極的に参加してみてください。 

  依頼機関  委員会等の名称 【職名】  期間 、月日  講師登録部門 
島根県土木部 

（道路維持課） 

島根県橋梁長寿命化修繕 

計画策定検討会 【委員】 

平成２５年５月 

～平成２７年３月 

建設部門 1名 

 

 

島根県土木部 

（都市計画課） 

 

島根県景観審議会 【委員】 

 

平成２６年２月 

～平成２８年１月 

建設、環境部門 

1名 

島根県景観アドバイザー 

 

平成２４年７月 

～平成２６年６月 

建設、応用理学 

部門 ３名 

松江市 

 

松江市景環審議会 【委員】 

 

平成２５年７月 

～平成２７年６月 

上下水道部門 

1名 

 

島根県建設 

技術センター 

 

土木技術講習会   【講師】 

土木構造物の設計、演習 

６月ごろ 

土圧、地盤、基礎 

建設、地質部門 

３～４名 

土木技術講習会  【講師】 

基準書・指針の解説、演習 

９月ごろ 

盛土、軟弱地盤対策 

建設、地質部門 

３～４名 

松江工業高等 

専門学校 

 

技術者倫理授業  【講師】 

第５学年１３０人        

講義９０分、レポート採点 

１２月～２月  ５回 

 

建設、電気電子 

上下水道、金属 

部門 ５名 

島根県立大学 

（浜田ｷｬﾝﾊﾟｽ） 

キャリア形成講座 【講師】 

（問題解決ワーク） 

１月ごろ 

 

青年部技術士 

５名 

島根県立東部 

高等技術校 

一級土木施工管理技術 

検定実地対策セミナー 

平成２６年９月、２回 

講義、小論文添削 

建設部門 ４名 
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            広報部会この１０年 
                           広報部会長 石田 弘至 
 
 広報部会の役割は、島根県技術士会に関する広報を実施することであり、以前より、

会員名簿の作成・配布をメインの活動としています。 

 平成２２年度からは、活動のアピールを目的とした主要行事のプレスリリースにも

取り組んでいます。 

 

1.会 員名簿 
   会員相互の連絡等に利用するだけでなく、技術士が持つ技術をさらに活用してい
ただくため、外部の関係先に積極的に配布しています。 

① 作成部数 近年は１，２００部（平成２６年度は１，３００部） 
② 配布先  個人会員、賛助会員、関係機関（国、県、市町村、各種団体、 

学校等） 

③ 配布時期 ９月～１１月 
④ １０年間の改善点等 

     ・Ｈ１７：名簿写真の一斉更新（総会時に写真撮影） 
        現在は名簿写真と実年齢の開きが大きくなりました。 
        来年あたり、写真更新を企画します。 
     ・Ｈ１８：名簿情報のデータベース化 
        森山会員が名簿担当者だったこの年、個人的に作成されました。 
        これにより作業が大幅に短縮、改善されました。（感謝です！） 
   ・Ｈ２４：名簿の冒頭、会長あいさつ文の後に、島根県技術士会の紹介を掲載、 
        地域貢献活動などを記載 
   ・Ｈ２５：五十音順会員名簿を掲載 
     ・Ｈ２６：表紙に「しまねっこ」（島根県観光キャラクター）掲載 
 

  【データベース化を行った森山会員から】 

 以前は事務局が手作業でやっていて、名簿作成時には確か印刷屋さん 
にデザインをお願いしていたと思います。 

 手作業であることとデザインが第３者まかせのため、結構ミスが多く、 

 また人によっては写真 NGとか住所 NGとかのリクエストがあり、チ 
 ェックや修正などが非常に大変だったので、データベース化しマクロ 

 で名簿の形にしようと思いつきました。 

   

-25-



2.フ ォトレポート 
  ＨＰ管理部会と共同で主要行事の報告をホームページ上に掲載しています。 
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3.プ レスリリース 
  平成２２年度以降、技術士及び島根県技術士会の知名度アップを目的にプレスリ

リースを積極的に行っています。 
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○新聞記事 
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防災部会の活動記録（平成 21～26 年度） 
児島 秀行  

は じ め に  
 防災部会は平成 21 年度に活動を開始しました。当初は日本技術士会中四

国支部防災委員会に参加して、近隣県防災協定資料の収集や島根県での防災

協定締結に向けてのアンケート調査などを行ってきました。平成 23 年 3 月

11 日の東日本大震災を契機に津波研究会を立ち上げるとともに、土砂災害な

どについて現地視察等の活動を行っています。活動の詳細は新年例会の研究

報告を参照してください。 

 

1.平 成 23 年 度  
 東日本大震災の後、林会長からの提案があり日本海側での津波についての
研究会を防災部会内で開始しました。近年の日本海側の津波は、昭和５８年

の日本海中部地震や平成５年の北海道南西沖地震時に発生していますが、規

模は大きくありません。歴史をさかのぼると万寿３年（１０２６年）益田で

地震が発生し、山口県萩市須佐から大田市鳥井町あたりまで津波の被害があ

ったと伝承されています。この万寿津波について文献調査を行い、平成２３

年８月６日に大田市、平成２３年１０月２９日、３０日に益田市周辺の見学

会を行いました。津波伝承が残る地点を中心とした見学でしたが、万福寺で

は雪舟庭園を見ながら昼食をいただきました。 

万寿津波については平安時代に書かれたものはなく、対岸の韓国（高麗王

朝）にも記録がないことから１０２６年に発生したとは断定できません。し

かし、舟が坂を超えた「舟超坂」、小鯛がはねた「小鯛ヶ迫」、鯨が打ち上げ

られた「鯨坂」など津波の痕跡を想像できる地名が残っており、地質学的な

津波痕跡調査結果が楽しみです。 

写 真- 1 大 田 市 の 現 地 調 査    写 真 - 2 益 田 市 万 福 寺 （ 雪 舟 庭 園 ） 
 

-31-



 

 

2.平 成 24 年 度  
 日本海側の津波は太平洋側に比べ、その発生数、規模は小さいですが皆無

ではありません。平成２４年１１月６日、７日に津波防災対策の参考とする

ため、南海地震への対策が緊急の課題となっている高知県への視察を行いま

した。初日は高知県危機管理部副部長の北川氏から、ハード面、ソフト面の

取り組みについて伺いました。島根県では津波タワーなどの防災施設設置は

当面見送るとしても「ＮＰＯ法人こうち防災備えちょき隊」設置などの防災

意識を高める取り組みは参考となりました。夜は帯屋町筋の「ひろめ市場」

で反省会を行いました。「ひろめ市場」はスーパーマーケットのフードコー

トのような作りで、お客は

札束？を握りしめ、目指す

酒、つまみの買い出しに向

かいます。当日は金曜日で

もあり満席でしたが「塩た

たき」「うつぼ」などご当

地料理を堪能しました。松

江にもこのような市場が

欲しいものです。翌日は大

雨の中、高知県沿岸の津波

被災箇所の現地見学を行

いました。 

                  写 真- 3 高 知 県 の 現 地 調 査  
 
3.平 成 25 年 度  
 平成２５年度は安来市、津和野町、江津市、邑南町他で豪雨災害が発生し

ました。防災部会では平成２５年１１月２３日に江津市桜江町周辺において

昭和４７年豪雨災害時の写真撮影位置を訪ね、当時の水位を体感するととも

にこのたび豪雨災害を受けた邑南町日貫地区を訪れました。桜江町の西教寺

さんでは災害の写真を展示して、小学生や地区の方に災害の恐ろしさを伝え

ていました。地元のおじいさんは「孫に災害の話をするが信じてもらえない」

と話していました。地域で災害を伝承し「天災は忘れたころにやってくる」

ではなく、「天災を忘れない」努力の必要性を痛感しました。日貫地区は昭

和５８年に豪雨災害を受け、日貫川の改良復旧がなされています。自治会長

さんのお話では「昭和５８年より雨量は多かったが溢れることはなかった」

「７月１４日に実施した避難訓練が役だった」「自治会で携帯番号を把握し

ているほか班内の災害弱者のことを把握している」とのことでした。  
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4.平 成 26 年 度  
 平成２６年８月２０日広島市安佐南区を中心として土石流災害が発生し、

７４名の方が亡くなられました。この災害は３時間に１５０ｍｍ以上の雨が

局所的に降り、近年にない災害となったものです。防災部会では平成２６年

１１月１５日に広島市佐伯区河内地区を訪れ、自主防災、自主避難のあり方

についてお話を伺いました。当地区は平成 11 年６月２９日の災害で土石流

被害を受けており、このたびの８月２０日の豪雨時においては行政からの避

難勧告が出る前に自主避難を開始されています。土砂災害について過去の教

訓が活かされ、「正しく知り、正しく恐れる」という下記の 3 つの心構えが
住民一人一人に浸透してい

る結果と思われます。  
―命を守るためには―  

① 過 去 の 災 害 と 居 住 の 地 形
を 知 る       
② 危 険 な 情 報 を 知 ら せ る ・
察 知 す る  
③ 安 全 な 場 所 に 避 難 の 行 動
を と る  
                    

写 真- 4 河 内 地 区 ヒ ア リ ン グ 状 況  
5. 東 北 視 察  
平成 25 年 9 月 13 日～16 日、青年部会が主催した東北視察に参加しました。

夏草が茂る草原をよく見ると家の土台が残っている。ビルは横転し普段目に

することのない基礎面をさらし、波が突き抜け骨組みのみとなっている。橋

脚は傾き橋桁は行方不明・・・。  

圧倒的な自然の力は営々と築

いてきたものを根こそぎ持ち

去ってしまいましたが人々は

めげずに再建を誓っている

（写真-5）。 

現在、高台移転や海岸部の

嵩上げ、商業施設化などの復

興事業が進められています。

自然災害をなくすことは出来

ないとしても減災をめざした

取り組みを応援したいと思います。   写 真- 5 女 川 震 災 復 興 事 業      
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大川小学校跡を訪ねるとすぐ横に山がありました。1 分あれば安全地帯に

逃げ込めたのに 74 人の小学生が犠牲となってしまい、避難指示ができなか

った教師の無能さに怒りを覚えました。しかし、帰宅後インターネットで調

べてみると小学校は津波避難所に指定されており、津波は来ないと安心して

いたと思われます。ハザードマップに示された危険地帯の外周部で多くの人

が亡くなったことを考えると作成者の責任は重大です。島根県においても津

波危険地帯を標高 10ｍとしているハザードマップをみたことがあります。ハ

ザードマップに頼らず「何が起きるのか」を想像できる人を育てるため「防
災 教 育」の必要性を痛感しました。 
 
6. お わ り に  
 平成 23 年 3 月 11 日、私は横浜の南本牧港の現場事務所にいました。大き

な揺れを感じ、カーラジオのスイッチをいれると、東北の沖合で地震があり

津波警報が発表されていました。あわてて沖合のスパット台船と連絡を取ろ

うとしましたが、携帯電話が繋がらず焦ったことを覚えています。なんとか

沖合と連絡がとれ横浜事務所まで車で帰ったのですが、帰宅ルートは氷川丸

の横を走る海岸ルートでした。ようやく帰りついた事務所で、車が流されて

いる東北の津波映像をみて背筋が寒くなりました。その時、太平洋側にいた

ら行方不明者の１人になっていたかもしれません。災害から身を守るにはそ

の時の判断が重要です。「地震の後は高い所へ避難」と知っていても「津波

では車も流される」という知識がなければ、平気で海岸通りを走ることにな

ります。 

ある会合で「テレビで『大雨警報が出ているので注意しましょう』と言っ

ているが、どのように注意したら良いかわからない」という意見がありまし

た。自分のいる場所が危険かどうか、今地震が起きたらどうするかなど「判

断力」「想像力」を養っておくことが必要です。また、緊急時には携帯電話

は使用できないことを頭にいれて行動する必要があります。 

地震、津波、火山噴火、水害、土砂災害などの自然災害は日本列島に住む

以上避けて通れません。近頃は数十年に一度の降雨が毎年のようにみられま

す。我々は技術者の一人として、防災、減災を目指した活動を継続しますの

で、防災部会活動への参加をお願いします。 
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青年部会の活動 
青年部会長 井上 真 

 

1. は じ め に  
島根県技術士会 30 周年を迎え、青年部会の平成 17 年度～平成 26 年度の

10 年間の活動を振り返ります。青年部会は、新年度 4 月 1 日時点で 45 才以

下の会員で構成されており、現在 81 名（平成 26 年 12 月）が青年部員です。 

この 10 年間の主な活動は、平成 19 年から毎年開催の松江高専と島根大学

との産学交流企画、平成 20 年から毎月定例開催のオモシロ技術塾、他県技

術士との交流企画、県外への視察研修、技術士 2 次試験の受験対策講習への

講師派遣等です。ここではこの 10 年間のさまざまな交流企画、オモシロ技

術塾、視察について述べます。 

2. 交 流 企 画  
● 産 学 交 流  
 平成 19 年度から始まった島根

大学、松江高専との産学交流は、

今年度で 8 回目となり青年部の主

要行事です。企画検討や大学、高

専との調整に多くの時間がかかり

ますが、交流会終了時には、学生

がもつ新しい発想や社会ニーズな

どを知ることができ、毎回リフレッシュ感があります。与えられた課題を技

術士と学生の協働で解決することにより、学生にとっても、技術士が普段行

っている論理的思考 (“現状の把握”→“課題・問題点の抽出”→“解決策
の提案”→“成果の作成” )を体感できるメリットがあります。会場手配や
学生への参加呼びかけに協力いただいている島根大学、松江高専の先生方に

感謝するとともに、今後も若手の発想や技術動向を知る機会として継続した

いです。  
● 中 国 本 部 交 流 企 画  
 中国本部との交流は以前から行

われていますが、平成 20 年の全国

大会を機に、より活発となりまし

た。平成 21 年度から広島国際交流

「ぺあせろべ」へ中国本部と共同

で参加し、一般向けに科学や技術

のおもしろさを模型等で紹介する

 
写 真 1 平 成 25 年 度  産 学 交 流 会   

学 生 と 討 論 中 の 様 子  

 
写 真 2 平 成 25 年 度  ぺ あ せ ろ べ  

紙 相 撲 の 勝 負 中  
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とともに本会の PR も行いました。

特に印象に残るのは、平成 22 年度

に実施した「色々な形で押し相撲」

です。手作り紙相撲から始まり、

様々な形の木片を棒で押し合う相

撲、最後に大王（河原宏さん）と

の尻相撲を行い、全て勝ち抜くと

島根のおみやげプレゼントという

もので、子供たちに大好評でした。

なお、ぺあせろべは平成 25 年で

30 回目の節目を迎え終了となり

ました。 

平成 26 年度は岡山県支部との交流により、百間川河口水門と岡山市内街

づくりの現地見学を行いました。街路での自転車に対する先進的な安全対策

は興味深く、島根の街中でも活かせると感じました。 

他県技術士との交流は、各地域の課題や情報を共有できるとともに、他部

門の技術士とも話をすることができ、広い視野を持つことができます。 

● 県 立 大 学 交 流 企 画  
平成 24 年度から島根県立大学のキャリア支援室と調整し、就職活動支援

を通じた社会貢献活動を行っています。本取組みは技術者としてではなく一

社会人としての関わりに重点を置いており、社会貢献や見識を深める機会と

なっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 平 成 25 年 1 月 31 日  県 立 大 学 交 流  山 陰 中 央 新 報 に 掲 載  

 
写 真 3 平 成 26 年 度  岡 山 県 支 部 交 流  
       百 間 川 新 水 門 視 察  
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年月 行事名 場所 内容 
平成 17年度 8月 鳥取県技術士会交流会 松江テルサ、田和山

遺跡現場 
講演；田中元島根大学教授 
報告会；鳥取県松嶋晃生、長嶺元二 

平成 18年度 8月 鳥取県技術士会交流会 三朝温泉 両県交流会 
平成 19年度 11月 産学交流会、鳥取県技術

士会交流会 
松江高専 経験者の体験談、起業事例紹介、学生の

研究発表 
平成 20年度 10月 全国大会前夜祭 ボートピア松江ビル

Ｂ1 
青年技術士による全国大会前夜祭、各支

部紹介、余興 
11月 環境管理修復・地域資源

活用セミナー 
島根大学 講演；島根大学、松江高専、青年部大嶋

辰也 
11月 中・四国支部勉強会 広島市 中・四国支部で実施の勉強会、パネルデ

スカッション 
平成 21年度 10月 広島国際交流ぺあせろ

べ 
広島市中央公園 中国支部と合同で一般向けに空中写真

展示、地温探査実施説明 
11月 産学交流会「技術的発想

力を発揮しよう！」 
松江高専 グループ討議、発表 

平成 22年度 10月 広島国際交流ぺあせろ

べ 
広島市中央公園 紙相撲作り、色々な形で押し相撲、アー

チ橋に挑戦 
11月 産学交流会「おもしろ発

見ツアー2010」 
島根大学 バスで目的地へ移動し、一つの町で一つ

の一番○○を探す。グループ討議、発表

平成 23年度 10月 広島国際交流ぺあせろ

べ 
広島市中央公園 人力発電に挑戦、シャカシャ発電に学

ぶ、作って回せ風力発電 
11月 産学交流会「捨てる？使

う？見出す！？」 
松江高専 10 年後にあると思われる技術で役立つ

モノ、現地観察、グループ討議、発表 
平成 24年度 8月 親子交流企画「川の自然

観察会」 
松江市八雲町意宇川 水中昆虫の観察会、ＮＰＯ法人おやこ劇

場松江センターと共催 

10月 広島国際交流ぺあせろ

べ 
広島市中央公園 プレート境界地震の模型説明、テーブル

クロス引き挑戦、研究分科会パネル展示

11月 産学交流会「ＢＣＰで減

災意識を高めよう」 
島根大学 ＢＣＰ構築ワークショップ 

1月 県立大学交流企画「ＴＨ

Ｅ仕事人’ｓ Ｄａｙ」

島根県立大学 「働くってどういうこと」話題提供；井

上真、片山央之、ワールドカフェ討論会

平成 25年度 10月 広島国際交流ぺあせろ

べ 
広島市中央公園 紙相撲作り、液状化模型説明、隠岐ジオ

パークと八雲風穴紹介、東北視察紹介 
11月 産学交流会「じぇじぇじ

ぇな松江の再開発」 
松江高専 ドッジボール、県庁付近が更地と仮定し

青年を中心としたまちづくり討議、発表

1月 県立大学交流企画「就職

活動支援」 
島根県立大学 「仕事のつらさとその乗り越え方」につ

いて技術士と学生の対談 
平成 26年度 10月 岡山県支部交流 岡山市 百間川河口水門、街づくり現地見学、 

ボーリング大会 
11月 産学交流会 島根県民会館 「外国人に大根島に来てもらうにはど

んな製品を開発しＰＲすればよいか？」

現地観察、グループ討議、発表 
 

産学交流、他県技術士交流等の交流企画は表 1 の通りです。 
表 1 交 流 企 画 の 年 表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. オ モ シ ロ 技 術 塾  
 毎月定例のオモシロ技術塾は、若手技術者、修習技術者の技術研鑽および

交流の場となるとともに、青年部行事の打合せや事務連絡等にも利用され、
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青年部活動になくてはならないも

のとなりました。 

その経緯をたどると、きっかけ

は、中・四国支部青年技術士交流

会が行っていた青年技術士と修習

技術者の月 1 回の例会、勉強会で

す。本会青年部においても平成 20

年 8 月から毎月 1 回第四水曜日を

基本として毎月定例で行っていま

す。第 1 回の技術塾は、島根県市

町村振興センタータウンプラザし

まね内で、田中隆一さんによる「公

共事業への市民参加のあり方」、

安藤秀一さんによる「島根県の地

質と斜面崩壊」のテーマで行われ

ました。以後、青年部会員、会員

以外、修習技術者の方を講師に、

毎月開催しています。これまで実

施してきた塾のテーマと話題提供者は、  

本会 facebook(https://www.facebook.com/peshimane)に第 1 回から時系列

にまとめられています。 

多くの回数を重ねていますが、参加者の減少や固定化が見られるため、26

年度は出雲、大田、浜田、益田において出張技術塾を計画するとともに、年

間計画を早めに案内し実施しています。 

4.  県 外 視 察  
 県外への視察研修を表 2 にまとめます。 

表 2 県 外 視 察 一 覧 表 ( 平 成 17 年 度 ～ 平 成 26 年 度 )  

年月 行事名 場所 内容 
平成 17年度 10月 広島県西部山系視察 広島県 砂防現場、温井ダム見学 

Ｈ18 
4月 

豊岡視察研修 兵庫県豊岡市、出石町 Ｈ16台風 23号円山川破堤現場見学、出
石町並み散策 

平成 19年度 Ｈ20 
4月 

広島視察研修 広島市、呉市 新広島市民球場建築現場視察、呉市海事

歴史科学館見学 
平成 25年度 9月 東北視察研修 宮城県～岩手県沿岸 東日本大震災の現状を把握  

 平成 25 年度は、本会含めて 10 名で宮城県から岩手県沿岸部を視察しまし

た。視察 3 日目の石巻市視察中に台風 18 号の影響で移動中の車が冠水し、
地盤沈下の影響を実体験しました。津波の猛威や被害など知らなかったこと

写 真 4 平 成 22 年 度  オ モ シ ロ 技 術 塾  
八 雲 町 意 宇 川 で 開 催  

写 真 5 平 成 26 年 度  オ モ シ ロ 技 術 塾  
浜 田 で 開 催  
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を自分の目で確かめ、知ることができ、改めて地

震列島に住む覚悟、備えの大切さを感じました。  
現地視察は、現地でしか感じることができない

風景、匂い、音、現地の人々の様子等を体感する

ことができます。また、視察では、予想外のこと

が起きたり、誰かに出会ったり、参加した技術士

の色々な見方や考え等に接することができます。 

若手技術士とベテラン技術士の交流機会、知ら

ないことを知る自己研鑽の機会でもある視察研修

は、今後も計画していきたいです。  

5.  お わ り に 
 青年部会は、島根大学、松江高

専、島根県立大学との産学交流、

中国本部青年技術士交流委員会を

はじめとする他県技術士との交流

を行ってきました。  
交流活動は、技術士やこれから

社会に出る学生と接することで、

いろいろな見解や自分の知らない

技術、専門分野の技術動向を知り、

自分の視野を広げて自己研鑽できるよい機会です。多くの技術士と面識をも

つことで日常の業務を円滑に進めることができたり、困りごとを相談できる

こともあります。  
 今後の交流活動の展望は、平成 27 年度に中国 5 県の青年技術士が集う (仮
称 )青年技術士中国大会が計画されています。これは、3 年後に中国地方で開
催予定の技術士全国大会に向けて、中国 5 県の青年技術士の交流を深め協力
しようというものです。平成 18 年度の技術士全国大会島根大会前夜祭では、
当時の大坂理会長と青年部理事により中・四国支部青年技術士交流会と綿密

な調整がなされ、多くの青年部員の協力により大成功を成し遂げられました。

今後の (仮称 )青年技術士中国大会、全国大会においても青年部会員、本会会
員の積極的な参加、協力をお願いします。  
個人ではなく”技術士会”だからできることがあります。 

今、できること、青年だからできること、各方面の技術士仲間がいるから

できること、やり残して後悔しないようどんどん新しい企画を考え、実行し、

本会の活性化の促進に寄与することが青年部会の役割です。   

以 上  

 
写 真 6 陸 前 高 田 奇 跡 の 一 本 松  

写 真 7 平 成 25 年 度  東 北 視 察   
石 巻 市 内 の 内 水 氾 濫  車 内 か ら 撮 影 ( 9/ 15)  
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写 真 8 平 成 22 年 度  産 学 交 流  
お も し ろ 発 見 ツ ア ー 行 き 先 と お 題  

写 真 9 平 成 22 年 度  ぺ あ せ ろ べ  
参 加 者 集 合 写 真  

写 真 10 平 成 23 年 度  ぺ あ せ ろ べ  
参 加 者 集 合 写 真  

写 真 11 平 成 24 年 度  ぺ あ せ ろ べ  
参 加 者 集 合 写 真  

写 真 12 平 成 25 年 度  ぺ あ せ ろ べ  
参 加 者 集 合 写 真  

写 真 14 平 成 25 年 度  東 北 視 察  
石 巻 市 日 和 山 公 園  

写 真 15 平 成 25 年 度  東 北 視 察  
気 仙 沼 市  

写 真 13 平 成 24 年 度  県 立 大 学 交 流 企 画  
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         第 35 回技術士全国大会を振り返って 
 
                         名誉理事 渡部 修 
１．はじめに  
私が、島根県技術士会会長を引き受けたのは、小豆澤前会長の後を引き受け

た平成 17～22 年度の 3 期 6 年間でありました。思えば、私が技術士本試験に合
格したのが、今から 35 年前(昭和 54 年)の 31 歳でありました。松江高専の一期
生として在学中に多田先生(県庁 OB,建設部門で港湾・空港の技術士)及び陶山襄
先生(県庁 OB,山陰開発コンサルタント社長、建設部門で道路の技術士)から技術
士の資格があることを聞いていたので、卒業後は必ず技術士を受験することを
決めていました。その結果、めでたく 31 歳で初めての受験で合格できました。
現在では試験を受験する年数より、合格後の年数の方が長くなってしまいまし
た。合格当時の島根県内の技術士は、先ほどの陶山、多田両氏、楫野(機械)、
それに島根大学の三浦(応用理学)の各氏、そして現在も社長さんとして君臨さ
れている藤井三千勇氏(建設)で、それに続く若輩者の渡部の 6 人だったことを
覚えています。(坂田名誉理事は、途中から入会) 
それから約 30 年以上、島根県技術士会の前身である「島根県技術士懇話会」

そして「島根県技術士会」の立ち上げ等に参画でき、このたび名誉ある表彰を
していただき、改めて、技術士になって本当に良かったと思うこの頃です。こ
の間、会員の皆様方には、何かとご迷惑をかけたと思いますし、またご指導を
賜ったことをこの場を借りて厚く御礼申しあげます。 
 この 35 年間を振り返ってみますと、平成８年の松江市での「第 26 回日韓技
術士会議」の開催、そして平成 20 年の「第 35 回技術士全国大会」の開催など、
技術士に関する全国レベルの会議を担当できたことを大変嬉しく思います。 
 今回、事務局から「渡部名誉理事においては『全国大会開催の苦労話』を中
心に書いていただきたい」との要望を受け、当時の記録と記憶を思い出しなが
ら、ここに書かせていただきました。 
 
２．会長引き受けと技術士全国大会の島根招致 
 島根がなぜ技術士全国大会を引き受けたかという経緯を述べると、大会 3 年
前の平成 17年頃、当時の日本技術士会中四国支部副支部長の坂田さん(故人)が、
「３年先の全国大会は持ち回りなので、今度は中四国支部が当番である。過去
に四国では高松、中国では広島と岡山が引き受けた。順番からして島根か鳥取
県。すでに日韓会議で実績のある島根が受けざるを得ない。」とのこと。その時、
私は副会長の身。しかも、当時の小豆澤会長さんは岡山への単身赴任である。
小豆澤さんには 1 期限りで渋々会長を引き受けていただいた経緯から、私も固
辞しながら、最後に私がやむを得ず会長を引き受けることにしました。 
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(問題点１：日本技術士会と任意の島根県技術士会との関係が大問題となっ
た。) 
 平成 20 年頃の島根県技術士会の会員は 220 人余り。そのうち日本技術士会会
員は 50 人余りである。ある複数のベテラン会員から「島根県技術士会の会員が
なぜ未入会の日本技術士会のイベントに参加、協力せねばならないかよく理解
できない。」(実を言うと平成 8 年の日韓技術士会会議では会員、非会員関係な
しで全面協力いただいたのに関わらず) 

さあ大変。内部不統一である。（ど
こかの政党に似ている？）そこで、
その対策委員はクレームをつけた
方の元上司である井上副会長さん
に対応をお願いし、井上さんには
再々その方の事務所まで説得に行
っていただき、協力を取り付けたこ
とを覚えています。 
 平成 20 年秋の大会まで行った中
四国支部との準備会議はあわせて

36 回（これ以外にも島根県技術士会単独の準備会議が多数あり）に及び、広島、
松江そして両都市の中間地点である広島県三次市でも行いました。 
決定を受けて、松原副会長さん提案で、市内嫁島町の（株）ウエスコ島根支    

社の会議室を利用し、井上、松原両副会長及び寺田事務局長そして渡部の４人
で月一回の定例連絡会議を設けることにした。（寺田さんにも大変お世話になり
ました。彼は当時(株)復建調査設計に勤務されておられ、会社の大変なご理解
により、定年を全国大会終了後まで延長していただいた。） 
(問題点２：会長は公務員の身。会長は務まるのか。 
大会は成功しかありえない。そこで松江市役所の早期退職を決意) 

さて、会長及び実行委員長を引き受けたものの、所詮管理職の公務員の身。
通常業務以外に下水道の工事、維持管理等の危機管理を引き受けている。そこ
で家族と相談し、定年まであと一年あるものの、実行委員長が公務員で何かあ
ってはならないので、早期退職を決意した。(島根大会は会長(実行委員長)が全
国大会を引き受けるために、当時、わざわざ一年早く退職し、準備にあたった
という強い決意が各県で評判となったことを覚えている) 
勤務中の合間を縫って、東京大会の実施マニュアルを見本に島根大会バージ

ョンを作成し、本番に備えた。(いつも松原副会長がこのことを指摘。「当時の
渡部さんは仕事をせずに、技術士全国大会の準備に没頭」笑い！！）  
 
３．実行委員会の発足と大会テーマ、大会内容、基調講演等の骨格の決定  
 一応、島根開催の決定までこぎつけた。さあ、これからは中身の決定である。

写真- １ 三次市内での打ち合せ
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（1）実行委員会の発足 
 大会の日程は、全国から技術士を集めるためと来賓が出やすい週末に開催す
るのがならわしとなっている。そこで平成 20 年 10 月 18 日(土)を大会日とし、
会場確保を進めた。しかし島根県技術士会単独で事を進めるわけにはいかない。
あくまで日本技術士会中国本部が受諾したイベントである。島根が決めた案を
日本技術士会中四国支部での幹事会で協議、了解、報告等が発生する。中四国
支部との協議のため、井上さんと広島まで雪の国道 54 号を何往復したことか。
重要な問題の早期決定のため、日本技術士会中四国支部と島根県技術士会との
合同実行委員会を発足させた。また各県技術士会にも参加動員は勿論、当日の
受付等を含めた動員体制を早めに人選し、対応していただいた。また島根では
土江理事をトップとする編集委員会は役割が地味ながら翌年 5 月までかかって
報告書を作成していただいたことに感謝申し上げます。(報告書配布をもって実
行委員会は解散した。) 
（2）大会テーマの決定 
島根らしい大会テーマはどういう言葉にしようか、また議論が始まった。大

会開催は例年 10 月。全国的には「神無月」であるが、島根は「神在月」である。
一方、当時、島根県技術士会が「石見銀山の世界遺産」登録に向けて支援の真
最中である。であるならば、島根大会のコンセプトは「神話の國」の熟語を使
うべきとなった。この難しい「國」の漢字を使うアイデアは土江理事の発案で
あった。彼は出雲風土記を読むことが趣味とのこと。そのあたりからの発想で
ある。そこで大会テーマは「神話の國で語る未来技術の創造」と決定した。 
次にサブテーマである。 
大会を所管する中四国支部の 9 県は中山間地が多く、若年労働者の人口流出

が激しい。どこの県でも過疎・高齢化に大変悩んでいる。山陰、四国の太平洋
側は勿論、過去栄えた瀬戸内地帯も新産業都市、コンビナートの集中以降、産
業の空洞化により人口減少が進んでいる。（最近では、「里山資本主義」という
言葉が産まれ、再生の取り組みが進行しつつある。）いずれにしても中四国地方
は地域再生が緊急の課題となっている。(平成 27 年現在もこの問題は何らも解
決されていない。政府は子育て支援を中心として、地域再生を最優先課題とし
ているが) 一方では環境問題は地球規模から早急に改善せねばならない課題で
ある。 
我々技術士は全ての面において環境問題を議論せずに、業務は出来ない。ま

して、島根県においては宍道湖・中海を中心とする自然環境、世界遺産登録を
目指す石見銀山も環境面の視点からも登録を目指そうとしている。島根県技術
士会もこの問題に取り組むため、私の発案で島根、鳥取、岡山、香川、高知の
５県で「日本海・瀬戸内・太平洋縦断技術士会議」を設け、議論を展開してき
た。そういう背景からサブテーマは「環境と地域再生のメッセージ」となった。 
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（3）大会会場の確保 
 さあ、次は大会会場の確保である。平成８年の日韓会議では会議場はくにび
きメッセを使用し、懇親会はホテル一畑を利用した。その時に大変苦い思い出
がある。韓国側は日本人のように時間にシビアではなく、結果は会議が 30 分以
上延長され、懇親会開始が大幅にずれた経験がある。 
 今回は昼夜の会議はどこにしようか。実行委員会で協議の結果、過去の他県
の例からグレードを合わせることと、宿泊と会議がセット可能な、宍道湖の景
観の素晴らしい松江温泉のホテル一畑とした。ただ分科会用の会議室が少なく、
隣接のホテル白鳥を借りることとした。しかし、ホテル白鳥は共済施設であり、
2 年前からの事前予約は不可能であった。(予約は半年前から可能であるが、し
かも結婚式優先)そこで、やむを得ず、大会半年前の日の朝一番にホテル白鳥の
フロントに予約のお願いに行ったことを覚えている。(これで会場が最終確定で
きた。) 
（4）基調講演者の決定 
 基調講演者の人選は、大会テーマに相応しい方にお願いせねばならない。中
四国支部が引き受けるから、広く中四国全体に講演者を探してもよいかもしれ
ない。結局、地元の要望を中四国支部に聞いていただき、島根から選ばせてい
ただくことにした。であるならば島根から誰にお願いしようか。「神の国」であ
るから歴史家の藤岡大拙氏が適任となった。しかし、歴史は開催県以外の方は
関心を持って聞いていただけないかもしれない。ここは昨今、新聞によく紹介
されている「たたら製鉄の村下」である奥出雲町在住の木原明氏が一番相応し
いのではとの意見が出た。そうだ、我々は技術士である。技術の伝承に大変苦
労された木原氏から是非とも苦労話を聞こうじゃないかとなった。早速、奥出
雲町に出かけお願いしたところ、快く引き受けていただいた。たしか大会まで
都合 6回くらい事前打ち合わせに奥出雲町の工場に訪問したことを覚えている。 

 

   写真- ２ 講演される木原氏    写 真- ３ 講演中の会場風景 
木原氏は「先般は、トヨタ自動車の社内技術士会の研修会に招かれ、東京ま

で行き、講演して帰りました。」と申され、また、親会社の日立金属安来工場に

ー 
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は多数の技術士がおいでになることもあり、大変技術士の資格に理解を示され
た。本人は山口県宇部市のご出身であり、長らく安来市の(株)日立金属安来工
場に勤務され、退職後、(公財)日本美術刀剣保存協会の職員として、日本で唯
一、奥出雲町で玉鋼の製造を指揮されている。木原氏は横田町に居を構えられ
ていて、朝夕は体力保持のため上半身裸でジョギングするのが日課であるとい
う。木原氏を工場に訪問するたびに昨今の話題を聞くことが出来た。例えばア
リスのメンバーが工場を見学に来たとか、もっと平成 26 年の現実の話題となれ
ば、今から紹介する話はもっとリアルの話である。昨年 10 月高円宮典子様が出
雲大社に嫁がれたが、今から 7 年位前に木原氏を訪ねたとき、木原氏曰く。「先
般、高円宮様妃殿下が次女典子様を伴ってこの工場を訪問されました。毎年の
ように島根においでになっています。特にたたらの火入れの時です。宮内庁や
島根県に内緒のようで」。なるほど、7 年前くらいから出雲大社千家家と高円宮
家とは交流が始まり、今回のご結婚に至ったのかと納得がいく。 
 余談はさておき、木原氏との綿密な打ち合わせが進み、大会直前には素晴ら

しい講演用のパワーポイントが松原副
会長指揮のもとに完成した。 
（5）アトラクションの決定  
せっかく、島根に多数の技術士をお迎

えするわけであるから、基調講演の前に
アトラクションを入れたらどうだろう。
こういう話が持ち上がった。今から約
20 年位前、日本技術士会中四国支部山
陰例会のイベントで当時の斐川町の神
氷在住の笛作家である樋野達夫さんの
自宅で素晴らしい演奏を聞いたことが

ある。 
参加者には神の国島根の余韻に浸って頂き、木原氏の記念講演にうまくつな

がるよう、樋野さんには演奏をお願いした。（全国大会開催１年前にも例会で、
一度演奏していただいた）バックのパワーポイントの風景写真は山村会員にお
願いした。山村会員は島根県技術士会会員の中で最高のカメラ技術をお持ちで
あり、個展を松江市内でしばしば開催されている。山村氏は全国大会のため、
斐伊川の風景写真を旅伏山山頂や斐伊川土手などに出かけられ、パワーポイン
ト作成にご協力いただいた。 
（6）福井大会での事前 PR 
 さて、島根県は全国的に知名度の低い県と言われる。（現在は、出雲大社の遷
宮などがあり、多少知名度がアップしたが） 
 こんな交通不便な、知名度の低い島根県に他県なみの参加者が集まるだろう
か？ はなはだ疑問である。さあ、そうならば、なるべく沢山の島根県会員が

写 真 ― ５  演 奏 さ れ る 樋 野

写真- ４ 演奏中の樋野氏 
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前年開催地の福井に押しかけ、大キャンペーンをやろうではないかと相成った。
結局、島根から福井の全国大会に向かったメンバーは 12 人。 
 あとは大会当日 PR に何を出そうか。渡部は島根といえば「安来節のどじょう
すくい」を出さないとまずいだろう。一方、松原副会長の地元は石見だから「石
見神楽の踊り」を出すことになった。(島根東西の出し物で) 
 さあ、事前練習である。安来市の安来節会館で「どじょうすくいグッズ」を
購入し、毎朝 6 時に起床し、家内に内緒で 3 ヶ月間練習した。松原さん担当の
石見神楽のお面と私が担当の安来節どじょうすくいグッズを私のワンボック
ス・カーに載せ、「(仮称)島根県技術士会芸能社中」一行が 6 時間かけ、福井市
に到着した。 
 早速、会場の一角に島根大会の PR ポスター2 枚を貼る。参加者が島根のポス
ターに足をとめてくれる。(鐘築会員のご厚意により素晴らしいポスターが 2 種
類完成した。しかも大変な安価な金額で作成していただいた。) 
 福井大会の懇親会のアトラクションは、地元音楽バンドであった。懇親会が
終了する直前には、どの大会でも必ず次期開催地の PR がある。いよいよ練習の
成果を大勢の前で披露せねばならない。松原さんと控室でお酒をひっかける。
県庁から借りた島根紹介ビデオ終了の後、いよいよ松原さんが出演、どうやら
会場から喝さいの声が聞こえる。次は私のどじょうすくい。自宅での練習の成
果を何とか披露。中四国支部の紹介アナウンスが最後に「今踊った人は島根県
の松江市役所の職員である。」(場内大笑い。芸は身を助ける)懇親会終了後、直
ちに次期開催地ＰＲ団の松原さんと私がヒーローとなり、参加者全員と我々２
人が記念撮影のモデルとなってしまった。（例年なら、現在開催地の出演者がヒ
ーローとなるはずが） 
この反響なら、来年の島根は福井大会以上に参加者があるかもしれないとの

淡い期待を胸にキャンペーン団は松江への家路を急いだ。  
 
４．事務局の開設 
 他県では全国大会の案内が月刊技術士で紹介されると、参加者からの問い合
わせに対応するため、事務局を大会当日まで開設し、常時会員が詰めている。
残念ながら、島根県技術士会の事務局は事務局長の勤務する会社にあり、常設
の部屋は持っていなかった。そこであれこれ考えた挙句、井上副会長が島根県
土地改良連合会の車庫 2 階が空いているとの情報を持ってこられた。島根県土
地改良連合会といえば、大畑名誉理事が長らく専務理事をお勤めになっておい
でになる組織である。大畑さんを通じて早速土地改良連合会の幹部にあたって
いただき、良い感触を得た。 
 しかし、現在、希望した車庫２階はエアコンが故障しているとのこと。技術
士会で負担をしていただければ将来にわたってお貸ししてもよいとの返事。さ
らに、とりあえず大会までは本館３階の会議室をお貸ししましょう。確か７月
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の夏休みの頃だったと思います。専用電話を設置して、事務所開きを中四国支
部と島根県技術士会理事が合同で行った。さて、肝心の事務局員は誰にお願い
しようか。それなら土地改良連合会は農業系なので四方田、井上、佐川、古川
さんなどの農業、森林の技術士の方、さらに私の家内も動員に加わり、真夏の
暑い時期であったが、事務局を担当していただいた。 
大会終了後、車庫２階の整理、エアコンの修理が完了し、現在の島根県技術

士会の事務局が開設できた。今までは理事会を開く場所としては藤井基礎設計
事務所のサロン、大橋川コミュニティセンター、ホテル宍道湖、松江テルサな
ど、駐車場不足や会議室使用料など不便なジプシー生活であったが、やっと一
人前の主人となることが出来た。島根県技術士会会員はあらためて、島根県土
地改良連合会や大畑名誉理事には大変ご理解を得て現在の事務局があることを
分かってほしい。 
 
５．予想以上の参加申し込みで感激 
 さあ、東京の本部からの交付金は年々減少し、250 万円しか出ないとのこと。
実行予算を集計すると 1,700 万円程度見積られる。その差額分は中四国支部の
内部留保金、その他寄付金から集めねばならない。他県の大会では不足分を実
行委員会の幹事が応分の負担をしたとか。何とか福井大会の実績 473 人以上参
加者がないと島根も同様な目にあってしまう。毎月のごとく、シミュレーショ
ンを行って中四国支部に報告した覚えがある。 
 大会概要は例年、月刊技術士 7 月号で紹介されるが島根大会は 7 月号が他の
記事の都合で、8 月号に後送りとなった。益々あせる。大会も開催まで残り 1
ヶ月となった。少しずつ申し込みがあり、毎日の状況を旅行代理店に問い合わ
せる。まずまずの動きである。そのうちに寺田事務局長より「渡部会長、すご
いですよ。もう少しで福井大会を越しますよ。」とうとう、福井大会を越すのか。
一安心。「多分、石見銀山の世界遺産登録が実現できたことが大きなインパクト
になったのでしょう」とだれもが言ってくれる。感激である。 
 
６．大会当日 
(1)松江フォーゲル・パークでの前夜祭の開催 
 さあいよいよ本番である。大会前日の 10 月 18 日（金）は関連行事もある。(全
国防災連絡会議、技術者倫理発表会議、機械部会、電気部会など) どの部屋を
覗いても真剣である。 
 さあ、前夜祭に向けて、貸切バス５台が集合場所のホテル一畑から会場とな
る松江フォーゲル・パークに向けて出発である。 
 何と素晴らしい宍道湖の夕焼けではないか。宍道湖の神秘的な夕焼けに、参
加者は感動に浸っている。(ありがとう、出雲の神様) 
 会場に到着。到着一番、フォーゲル・パークの大温室に 280 人を越す参加者
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はびっくり。（今でも前夜祭の素晴らしさを言う人がいる。） 
 正面レストランは参加者で満席。司会は松崎氏。彼の美声とマスクは評判であ
り、さすがあがりはしない。会場添えつけのピアノに合わせ、市民合唱団の合
唱。「千の風になって」の歌が流れると、涙を流す人もいる。 
 送迎バスはホテル一畑で解散となり、宿泊施設まで夜の松江の街をそぞろ歩
きする人もいる。丁度、どう行列の練習中の町内会もあり、技術士の人も酔い
加減で練習に参加したとか。 
 その後、青年部は市内駅通りの地下ホールで、青年部の前夜祭に参加した。
総合司会は橋尾氏。中々レンタルのコスチュームがよく似合っている。そのう
ち寸劇が始まった。地元島根のだし物は出雲弁。内容は「5ｍのトラロープと出
雲弁の“ごめた”（全部という意味）とを発音が近いので取り間違えた」もので
ある。参加者も大笑い。若い彼らは午前三時ごろまで市内で飲んでいたという。 
 私は、その晩は自宅に帰らず、諸準備の為、ホテル一畑に宿泊した。 
(2)大会当日  
 宍道湖の素晴らしい夕焼けが連日続き、前日の前夜祭、大会当日の午前中の
各分科会そして記念式典、そして樋野さんの笛の演奏、若干遅れながら木原氏
の基調講演と順調に続く。さあ、残りは懇親会である。 
 大会前の打ち合わせで、交流パーティーの参加者が約 350 人となり、１テー
ブル 10 人としても 35 テーブルの着席式パーティーを考えた。スタッフの中か
ら、これほどの参加者を受付で席指定すると混乱を招くので、来賓及び日本技
術士会役員までを指定席として残りは「交流の意味から自由席とする」提案が
あり、それで行こうとなった。さあ受付開始。そうしたら、ある日本技術士会
理事の奥様 2 人が自分の席が無いとスタッフにクレームを付け始める。ご主人
の隣に絶対座りたいと聞かない。知らない男性の隣はいやだ。わがままな奥様
方である。過去何回か全国大会の交流パーティーに参加した経験があるが、こ
のような話しは聞いたことがない。結局、2 人は私の家内と誰かに譲ってもらっ
て、旦那の隣の自席が確保でき、何とか折り合いがついた。しかし、２人は始
まってもまだまだぶつぶつ言っておられる。そこで私は 2 人のご主人である理
事に説明にいき、お断りをする。 
 （問題点３：わがままな日本技術士会理事の奥様たち、プライド先行型） 
観光島根がこのようなクレームを付けられて印象を悪くしてもいけないから、

大会終了後、「お詫びのしるし」を何とかしなくてはと考え、お詫びの文章を添
付して島根の特産物を 2 人に送ることにした。さあ、島根の特産物は何にしよ
うかと考えたあげく、長岡屋茂助の「あご野焼」とした。「顎が落ちるほどおい
しい松江の土産」と書いて。 
 さて、交流パーティーは長い島根大学の学長さんの挨拶が気になる。フィニ
ッシュはやはり石見神楽。元々長い時間を短縮して公演願った(次の開催地の仙
台大会に参加したとき、仙台の人が私に言った言葉。「島根大会の石見神楽は長
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かったので、今度は短くしました。」と言われた。) そうはいうものの、やはり
ホテルの会場いっぱいに白煙が舞う演技は迫力がある。 
 交流パーティーで次期開催地の東北支部が島根大会を視察して指摘したこと 
 

・ 食事の量が少なかった。⇒島根は予算上、故意に前もって数を減ら 
した。 

・  出し物(石見神楽) は長すぎた。⇒東北支部(仙台大会)は駆け出しの 
  人が津軽三味線を演奏。東北もけちる。 

 
懇親会も次期開催地の PR も終わり、

何とか終了となった。最後に主催者であ
る中四国支部幹部と島根県幹部がロビ
ーに立ち、参加者にお礼を申し上げ、大
筋が完了した。 
(思えば長い 3 年の準備期間。) 

 誰もが全国大会のために会社の業務
を捨てて、よくやってくれた。お疲れさ
までした。 

 
(3)エクスカーション  
どの開催地でも①レディース・コース、大会終了後の②日帰りコース③宿泊

コースなどに分けられる。ここ島根では観光地には大変恵まれている。これら
の主要観光地を結んで日程を作成した。まず①レディース・コースは松江市周
辺でどの観光地でも問題はない。次に②及び③であるが、出雲大社方面と事前
の予想では実現不可能と言われた石見銀山の世界遺産登録が大会案内直前に登
録が実現し、ツアーに組み入れることとなった。担当理事及び中四国支部幹部
による合同事前視察を数回実施、さらに地元ボランティアとの打ち合わせなど
詳細の詰めが行われた。 
 
(4)大会実績 
 ヒヤヒヤの大会開催 1 ヶ月前でしたが、大会直前 3 日前には福井大会に負け
ないような申し込みがあり、一安心。一地方都市でも全国レベルの大会が開催
できるとの自信が生まれた。以下に福井大会と島根大会との参加人数の比較を
示す。 
成功の理由として 

 ・山陰地方をあまり訪ねたことがない。この際訪問してみようという参加者
が結構いた。 

 ・石見銀山の世界遺産登録が６月にあり、その登録が好影響となった。 

写真- ５ 交流パーティ－の様子 
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 ・開催県である島根県技術士会会員の参加費負担を無くしたため参加者が大
幅に増加となった。(島根県技術士会会員１５１人が参加) 

 ・福井大会出席者及び中四国支部会員への参加勧誘メール戦術 
などが功を奏したと考えている。 

       表- １ 福井大会と島根大会との各参加者比較 

内 容 福井大会 島根大会 備 考 

ウエルカムパーティー 248 人 268 人 来賓は別途 

講演会 473 人 575 人 来賓は別途 

大会式典 473 人 517 人 来賓は別途 

交流パーティー 258 人 338 人 来賓は別途 

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン 

歓迎ゴルフ 15 人 14 人  

レディースコース 17 人 30 人  

日帰りコース 69 人 66 人  

宿泊コース 15 人 27 人  

 
最後に、決算報告であるが、寺田事務局長に素晴らしい会計処理をしていた

だき、赤字とならないぎりぎりの決算が完了できた。参加申し込み者の旅行代
理店との協議、協賛業者の受付、ホテルをはじめとする各種支払など、全く業
務を捨てて全国大会に専念していただき、改めてここにお礼を申し上げます。
また、私が地元松江市と協議して全国大会レベルでの補助金 20 万円を助成して
いただいたことも黒字会計に貢献できたと思う。 
 
７．開催してよかったこと 
 大会はエクスカーション(レディース、三瓶、石見銀山方面)を含めて何とか
無事終了した。ＪＲ松江駅で参加者を送った途端、急に虚脱感を感じた。さあ
明日から何をしようか。急に目標が無くなってしまった。これ位ならコンベン
ション会社くらい起業出来そうだ。 
準備から約 3 年、色々紆余曲折もありました。改めて誰もよくやってくれた。

ありがとう。 
 総事業費 1,700 万円を越すイベントの総予算は、島根県周辺で開かれる全国
大会レベルの会議では恐らく最高予算であろう。来年以降、予算は縮小の傾向
と聞く。ざっとまとめると 
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① 会員全員参加による大会成功  ⇒ 総合力の結集 
      当時の島根県技術士会会員 220 人中、151 人の参加を得、その殆ど

の会員に何らかの形で裏方を務めていただいた。どの組織でも同じ
である、いわゆる「総合力」を発揮すれば、なんらかの形で、実を
結ぶ。島根県技術士会も 5 年に一度くらい、会の活性化のため大規
模な会を招致すべき。そのことによって会員相互の連携が産まれる。 

② 全国の技術士と交流が出来た。 
③ 青年部会を中心としたネットワークが出来た。 
④ 島根を知っていただく絶好のチャンスとなった。 

     大会中は絶好の秋日和が成功を後押しした。一昨年からの一連の
出雲大社遷宮前後であれば、もっともっと参加者が増えていたと思
われる。しかし一方、宿泊施設は満員の可能性が高く、開催不可能
になった可能性もある。 

 
８．最後に 
（1）坂田名誉理事に哀悼の意を 
「30 周年記念誌には是非とも、渡部名誉理事に『第 35 回技術士全国大会』の

苦労話を書いてもらいたい」との依頼が担当幹事からあり、もう開催から 7 年
が経過し、記憶から薄れつつある昨今、記念集や当時の報告データを保管して
いたので、思い出しながら書いた次第です。亡くなられた坂田元副会長さんが
「是非とも島根で」という思いと、「次期会長を渡部が引き受けろ」という言葉
をいただき、いざ受けたからには成功しなければ意味がないとの思いで全力投
球した次第です。坂田氏は大会前に病に倒れられ入院されることになりました。 
 大会終了後、病院まで大会成功の報告に行ったことを覚えています。病院で
は坂田氏は私の名前が判らなく、ただ天井を向いて寝ておられました。元気で
あれば坂田氏は飛び入りでフルート演奏も出来たでしょう。残念ながら 3 年前
に他界されました。ここに改めてご冥福をお祈りいたします。 
（2）(公社)日本技術士会と島根県技術士会との関係 
現在、(公社)日本技術士会中国本部副本部長を務め 6 年が終わろうとしてい

ます。現在、(公社)日本技術士会では全国的に各県支部を設置する動きが加速
しています。平成 26 年末では全国都道府県の約 6割で支部が設置されています。
中国地方ではご承知のように岡山県技術士会が解散し、(公社)日本技術士会中
国本部岡山県支部が設立されました。 
 また、広島県技術士センターは昨年夏に解散しました。(規則上、本部がある
府県は今後、支部設置は不可能) 鳥取、山口両県でも任意の現在の各県技術士
会を解散し、(公社)日本技術士会の支部設立の検討が進んでいます。ただ、ご
承知のように日本技術士会の年会費は 2 万円、島根県技術士会会費は 7 千円で
あり、かなりの差額となっています。現在、島根県技術士会会員で日本技術士
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会会員は 72 人(平成 26 年春現在)となっていて、毎年増加の傾向にあります。 
 ただ、中国本部の統一事項として、各県支部を設置するためには、現在の任
意の各県技術士会を解散することになっています。島根県技術士会会員の一部
の方にも、島根県技術士会を解散し、日本技術士会の支部を設置すべきとの意
見もあることを承知しております。 
 私は両方の立場から、意見が言いにくいのですが、どちらにもメリット、デ
メリットがあると思います。各県技術士会は島根が代表するように、きめ細か
い地域の動向を把握できることに対し、中国本部はマクロの立場で議論が出来
る利点がありますが、山陽側の会員が運営をリードしていて交通の不便な山陰
側は出にくいデメリットがあります。さらには日韓会議やこのような全国大会、
西日本レベルの会議は参加者の確保、会議の運営などを各県技術士会に応援を
お願いするなど、不可解な面もあります。一方、所詮、島根県技術士会は名前
からして島根から出ていけない状況です。このことについて、今後皆様方の積
極的なご議論を期待したいところです。 
（3）青年部会の活躍 
島根県技術士会青年部会はもともと、島根県技術士会の「マグマ」であると

常日頃坂田名誉理事が申されておられました。松江での全国大会で青年技術士
の将来ビジョンを提言した「松江宣言」が採択され、それを機会に広島、岡山
の日本技術士会中国本部の青年部との交流は勿論、毎年のように全国大会開催
地に出かけ、全国の青年技術士と交流が継続していて、誠に喜ばしい限りです。
今後ともマグマが冷えぬよう活躍をお祈りします。 
（4）島根県技術士会の将来ビジョン 
 さて、島根県技術士会の将来ビジョンはどうでしょうか。現在、300 人を超え
る会員数はやや肥大化傾向にあり、会員の顔が見えにくくなりました。今、全
国的に少子化、高齢化の問題が深刻となりつつあり、とりわけこの問題は島根
がその先頭を走っています。パイが縮小傾向にある中、島根県技術士会はどう
動くのか、真価が問われます。会員数が 300 人を超えたにかかわらず、総会及
び新年例会は概ね 100 人前後。(以前は参加率 5 割をぎりぎり保っていました) 
近年は参加率が減少傾向にあります。それと会員の出入りが激しくなったこと
が気になります。(人事異動はやむをえないが) さらに、他の団体どこでもあり
ますが、イベントの参加者が固定していることがあります。そこで 30 周年を機
会に、次の 10 年後の島根県技術士会の将来ビジョンを策定することを提案しま
す。(会員の高齢化がますます進む) 
 
 最後に私事ですが、一昨年 65 歳を通過し、人生で初めて 2 度にわたる入院を
経験しました。現在、退院後約 1 年余りの状態ですが、徐々に体力が回復しつ
つあり(ただしアルコールはかなり卒業に近い状態)、行動力と渡部節もほぼ復
活したと思っています。会員の皆様には私の経験ですが、定期健康診断を必ず
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年 1 回は受診されますようお奨めします。今後も微力ながら島根県技術士会と
(公社)日本技術士会の両方のお世話を継続しながら、生涯技術士を目指したい
と思います。 
さて、毎年発行される会員名簿の表紙に「島根をサポートする島根県技術士

会」とタイトルがありますが、現在の島根県がおかれている環境は先ほど述べ
ましたように、極めて厳しいものがあります。会員諸兄の益々の活性化を期待
します。本日はまことにおめでとうございます。(平成２６年１２月２４日作成) 
 

 
ウェルカムパーティー          受付状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
      式典会場          第 2 分科会（ホテル白鳥） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

交流パーティー        テ クニカルツアー（石見銀山） 
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世界遺産「石見銀山」研究 
                          林 秀 樹 

 
1. 主要研究テーマ「石見銀山遺跡」 
 石見銀山遺跡は、島根の宝であり、これまでもこれからも島根県技術士会の主要な

研究テーマであると思っている。 
 島根県技術士会には、金属、応用理学、

建設、上下水道、環境等の様々な部門の会

員が所属している。銀鉱石の探索、銀の精

錬、坑道の掘削、飲み水の供給や汚水の処

理、燃料の確保、輸送運搬路の整備、落石

等の斜面対策、港湾整備、まちづくり等、

石見銀山を取り巻く課題や懸案は、技術者

として興味は尽きない。世界遺産に登録さ

れた今でも、石見銀山は、技術士としての

興味を持ち続けられる魅力的なところであ

る。 
 
2. 世界遺産登録 
 石見銀山遺跡は、平成 12（2000）年 11
月に国の文化財保護審議会で「平泉 浄土思

想に関連する文化遺産」と「紀伊山地の霊場と参詣道」とともに世界遺産暫定リスト

に登載された。 
 その頃の石見銀山遺跡を概観してみると、銀を生産していた時には、何十万の人々

が暮らしていたといわれる大森町や銀の積み出し港として賑わっていた温泉津町は、

少しの観光客はあったが、眠るように静かなところとなっていた。 
 暫定リストに登載されてからは、石見銀山遺跡への来訪者の数も少しずつ増え、世

界遺産への登録の期待が高まっていった。 
 平成 12（2000）年に暫定リストに登載された世界遺産候補の内、「紀伊山地の霊場
と参詣道」は、4年後の平成 16（2004）年 7月に世界遺産登録がかなった。 
 しかし、平泉と石見銀山は、世界遺産登録の要件の証明などに手間取り、登録が遅

れた。 
 漸く、平成 18（2006）年 1月にユネスコに推薦書を提出したが、翌年 5月に ICOMOS
が「顕著な普遍的価値」の証明が不十分との理由で、「石見銀山は世界遺産登録の延期

が適当」との勧告がなされた。 
 登録延期の報道で、地元大田市や島根県の皆は、世界遺産登録は厳しいと悲観した。
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しかし、日本政府の積極的な外交努力とともに、「石見銀山の採掘方法は、山を崩した

り森林を伐採したりせず、たとえ伐採してもすぐ植林をしていたなど、環境に配慮し

た。」と主張したことが功を奏し、平成 19年（2007）年 6月に世界遺産登録が実現し
た。産業遺産としては、日本だけでなくアジアでも初めての快挙であった。 
 世界遺産登録後は、唯一入坑できる「龍源寺間歩」には、行列ができていた。 
 
3. 島根県技術士会の石見銀山研究 
島根県技術士会では、平成 13 年（2001）年に世界遺産登録の前提となる「暫定リ
スト」に掲載された頃から、主要な研究テーマとして「石見銀山」を取り上げ、活発

に研究活動を続けた。 
 会員の多くは、大森町の銀山遺跡は知っているが、石見銀山街道は、ほとんど歩い

たことがないとの反応であった。そのことから、大森から温泉津までの石見銀山街道

を踏査することから、石見銀山研究を始めた。 
平成 13（2001）年秋、11 名の

会員が、大森町から温泉津町まで

の石見銀山街道を踏査した。銀山

の最盛期には多くの人が歩いたで

あろう街道は、整備されたところ

もあるが、道に迷うなど、世界遺

産となるためには、多くの課題が

あると話しながら歩いた。その夜

は、温泉津温泉に泊まり込み、地

域で頑張る若手の皆さんと銀山街

道の活用と温泉津温泉の活性化などについて、地元の地酒「開

春」を飲み交わしながら夜遅くまで話し合った。  
 その後、会員がそれぞれの専門を活かしながら、様々な調

査研究を開始した。石見銀山の歴史的調査や遺跡の発掘は、

技術士会の会員の苦手とするところであったので、技術士と

しての力量が発揮できる項目に絞って研究を進めることとし

た。ヘビノネゴザの調査も環境調査を専門とする会員が先頭

になって進めた。シダ植物「ヘビノネゴザ」は、銀採掘時の

指標植物であると聞いて調査を開始したものである。 坑道

の入り口などで、次々とヘビノネゴザを発見し、指標植物の

意義を再確認したことも研究成果の一つである。地質の専門

家を中心とした調査団は、坑道に入って、岩質や岩の強度などを調べ、報告書にまと

めた。 

銀山街道に残る道標 

石見銀山街道 
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研究発表では、専門的な視点だけでなく、奇想天外に近い話題も取り入れ、技術士

としての幅広さを示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ヘビノネゴザが、石見銀

山遺跡周辺に多く分布して

いることを、発表したパワ

ーポイント原稿などは、環

境や応用理学の技術士の連

携の作である。 
 
 

      
 

最大の坑道「大久保間歩」 銀山坑道を調査した会員の勇姿 
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4. 石見銀山研究発表会の開催決定 
 石見銀山遺跡が暫定リストに登載されて 6 年後の平成 18（2006）年秋、そろそろ
ユネスコ世界遺産委員会で審査が始まるという情報を聞いて、石見銀山研究の総括の

研究発表会を開催することとした。 
 毎年の研究発表会は、会員の利便を考えて松江市で開催していた。 
 しかし、今回の発表会は石見銀山遺跡のある地元大田市で開催すべきとの意見が大

勢を占めた。これまで、お世話になった地元の皆さんにも参加していただきたいとの

考えからであった。場所は、松江市や益田市等遠方からの参加が容易な大田市駅前と

し、以下のとおり決定した。 
  
 会 場  あすてらす「島根県立男女共同参画センター」ホール（大田市駅前）  
 開催日  平成 19（2007）年 1 月 20 日（土）１３：３０ １７：００ 
 
 当時、島根県技術士会の会員数は約２００名であったが、多くの会員は松江市の在

住であったため、実際には、どのくらいの参加者があるか不安を抱えながら、下記の

方針に基づき、大田市在住の技術士の協力を得て、準備を進めた。 
 

・ 石見銀山遺跡に興味のある沢山の来場を

期待し、広報を徹底する。 

・ これまで進めてきた研究報告を「世界遺産 

石見銀山 研究 」として、1 冊の報告書とし

てとりまとめる。 

 
 報道発表後、次々と取材申し込みがあり、

研究発表会前日までに、数紙に開催予告が

報道された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2007,113 

建設興業タイムス 

2007,119 

毎日新聞 
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5. 「世界遺産石見銀山研究」報告書 
 石見銀山遺跡の関するこれまでの研究発表論文をまとめ、論文集を作成した。 
 「石見銀山研究」報告書は、島根県技術士会の研究発表集では、初めてカラーの表

紙とした。表紙には、本会の会員である山村賢治技術士が撮影した「五百羅漢橋」の

写真を使わせていただいた。報告書の目次を見てみると、研究調査年度は、平成 14
（2002）年から平成 18（2006）の 5年間の集大成となっており、掲載された論文の
数は 43を数え、160ページを超える大作となった。 
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6. 「石見銀山研究」発表会開催（平成 19（2007）年 1 月 20 日） 
 研究発表会当日、会

員が次々と「あすてら

すホール」に入場した。

一般市民の皆さんも

続々と来場される。銀

山遺跡の調査でお世話

になった方々の顔も見

受けられる。 
入場者は、会員と併せ

て約２００名になった。 
 
 発表会では、研究部

会長の挨拶に続き、大

田市から市長代理として出席していただいた副市

長から祝辞を頂戴した。 
 研究発表に入ると、会員それぞれが、石見銀山

遺跡の活用と世界遺産登録後の活用策について提

言し、午後５時まで研究発表が続いたが、聴衆の

皆さんは、最後まで熱心に聴講されていた。 
 研究発表後に開かれた懇親会にも多くの会員 
が参加し、今後の石見銀山の活

用について意見交換を続けた。 
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 発表会後の新聞報道では、研究発表 
会での提案が大きな記事となった。  
 技術士の知名度アップと島根県技術 
士会の社会貢献活動に理解が得られた 
ことは、大きな成果であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

2007，1，21 毎日新聞 

 2007, 1,2 1 中国新聞 
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7. 石見銀山遺跡の未来 
 平成１９（２００７）年７月に石見銀山遺跡が世界遺産登録となってから、今年で

八年目を迎える。登録直後の平成２０（2008）年には、石見銀山遺跡の来訪者は、80
万人を超えていたが、文化遺産や自然遺産と異なり、今ひとつ魅力的なものが少ない

からか、来訪者は年々減少している。 
 昨年、石見銀山を訪れたときは、伝統建造物群保存も進んでおり、電線の無電柱化

も進み、町の風情はすっかり様変わりしていた。しかし、登録当時にはごった返して

いた町並みは、すっかり静けさを取り戻していた。 
 混雑していた石見銀山遺跡が、本当の姿ではないとは思うが、様々な魅力を持って

いる石見銀山遺跡の魅力

アップのために、島根県

技術士会がもう一度、頑

張ることが必要なのかも

知れない。「ヘビノネゴザ

を探して、銀を見つけよ

う」などというのは、パ

ワースポットにあれだけ

多くの人々が集まるのだ

から、効果ある情報発信

かも知れないと思うのは、

私だけだろうか。 
 
 
 

石見銀山（大森）の街並み 
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の

講
演

理
事

年
度

行
事 ・

出
来
事

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

H1
3

H1
4

H1
5

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

小
豆
沢
　
薫

渡
部
　
　
修

渡
部
　
修

月
森
　
勝
博

井
上
　
正
一

松
原
　
利
直

井
上
　
正
一

松
原
　
利
直

福
島
　
昭
一

土
江
　
敏
幸

井
上
　
正
一

足
立
　
元
彦

上
山
　
善
道

大
坂
　
　
理

上
山
　
善
道

大
坂
　
　
理

月
森
　
勝
博

林
　
　
秀
樹

幸
前
　
　
徹

土
江
　
敏
幸

石
田
　
弘
至

勝
部
　
祐
治

小
村
　
　
徹

勝
部
　
祐
治

吉
田
　
　
薫

永
田
　
和
之

林
　
　
秀
樹

松
原
　
利
直

嘉
藤
　
太
史

木
佐
　
幸
佳

嘉
藤
　
太
史

木
佐
　
幸
佳

木
佐
　
幸
佳

松
崎
　
靖
彦

永
田
　
和
之

木
佐
　
幸
佳

幸
前
　
　
徹

児
島
　
秀
行

幸
前
　
　
徹

児
島
　
秀
行

三
谷
　
　
貢

石
田
　
弘
至

三
谷
　
　
貢

境
　
　
英
治

土
江
　
敏
幸

永
田
　
和
之

土
江
　
敏
幸

畑
　
　
和
宏

勝
部
　
祐
治

石
田
　
弘
至

勝
部
　
祐
治

林
　
　
秀
樹

森
山
　
昌
幸

林
　
　
秀
樹

森
山
　
昌
幸

和
田
　
晶
夫

和
田
　
晶
夫

古
川
　
秀
夫

鐘
築
　
一
雄

古
川
　
秀
夫

鐘
築
　
一
雄

鐘
築
　
一
雄

松
崎
　
靖
彦

鐘
築
一
雄

松
崎
　
靖
彦

12
7

15
3

17
6

18
1

19
3

20
9

21
5

22
8

18
26

30
11

23
23

16
20

20
01
.4
.2
1　
中
国
古

筝
青
年
演
奏
家
　
謝

雪
梅
「
華
麗
な
る
中

国
琴
の
調
べ
」

20
02
.4
.1
3　
島
根
県

商
工
労
働
部
長
　
富

田
幹
彦
「
新
し
い
物

作
り
へ
の
動
き
」

20
03
.5
.2
4　
日
本
シ

ジ
ミ
研
究
所
所
長

中
村
幹
雄
「
宍
道

湖
・
中
海
の
環
境
と

生
物
」

20
04
.5
.2
2　
松
江
工

業
高
等
専
門
学
校
教

授
　
淺
田
純
作
「
自

然
災
害
と
危
機
管

理
」

20
05
.5
.1
7　
テ
キ
ス

タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー

矢
野
ま
り
子
「
自
然

の
中
で
甦
る
絹
の
魅

力
」

20
06
.5
.1
3　
環
境
省

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

向
井
哲
朗
「
NP
Oに
よ

る
環
境
へ
の
取
り
組

み
」

20
07
.5
.1
2　
日
刀
保

村
下
　
木
原
明
「
た

た
ら
製
鉄
の
技
と
精

神
」

20
08
.5
.3
1　
島
根
県

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
伊
藤
慶
幸

「
土
木
行
政
に
携

わ
っ
て
」

大
畑
　
温
憲

寺
田
　
彰
憲

渡
部
　
修

渡
部
　
修

寺
田
　
彰
憲

松
崎
　
靖
彦

小
豆
沢
　
薫

20
08
.1
0.
17
～
20

第
35
回
技
術
士
全
国

大
会
(島
根
)

20
08
.4
.2
0

出
雲
大
社
仮
殿
遷
座

祭

20
07
.6
.2
8

石
見
銀
山
が
世
界
遺

産
登
録

20
07
.6
.1
9

技
術
士
全
国
大
会
準

備
委
員
会
(伊
藤
副
支

部
長
、
大
田
事
業
委

員
長
、
乗
安
企
画
総

務
委
員
長
、
理
事
、

準
備
委
員
)

20
05
.1
.2
2

20
周
年
記
念
式
典
(松

江
テ
ル
サ
・
東
急
イ

ン
)

20
周
年
記
念
誌
発
刊

20
06
.9
.3
0

技
術
士
全
国
大
会
に

向
け
た
理
事
会
(支
部

か
ら
牧
山
、
植
田
、

入
江
、
大
田
来
訪
)

20
07
.1
.2
0

世
界
遺
産
「
石
見
銀

山
」
研
究
発
表
会
・

式
典
・
祝
賀
会
(大
田

市
あ
す
て
ら
す
)

平
成
17
年
度
か
ら
会

報
の
代
わ
り
に
研
究

報
告
を
発
刊

瀬
戸
内
・
日
本
海
縦

断
技
術
士
会
(香
川

県
、
岡
山
県
、
島
根

県
)の
開
始

技
術
士
部
門
に
総
合

技
術
監
理
部
門
が
追

加

島
根
県
技
術
士
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立

ち
上
げ

井
上
　
正
一

20
02
.5
.1
7

産
官
学
セ
ミ
ナ
ー

(松
江
テ
ル
サ
)

20
02
.6
～
7

日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
開
催
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島
根
県
技
術
士
会
3
0
年
　
年
表

会
長

副
会
長

事
務
局

監
事

会
員
数

新
規
合
格
者
数

通
常
総
会
時
の

講
演

行
事 ・

出
来
事

理
事

年
度

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

土
江
　
敏
幸

寺
田
　
彰
憲

佐
藤
　
勝
則

嘉
藤
　
太
史

佐
藤
　
勝
則

和
田
　
　
浩

松
浦
　
寛
司

橋
尾
　
宣
弘

原
　
　
裕
二

嘉
藤
　
太
史

石
田
　
弘
至

今
岡
　
裕
作

石
田
　
弘
至

今
岡
　
裕
作

石
田
　
弘
至

岡
村
　
　
茂

嘉
藤
　
太
史

児
島
　
秀
行

児
島
　
秀
行

畑
　
　
和
宏

児
島
　
秀
行

畑
　
　
和
宏

佐
藤
　
勝
則

畑
　
　
和
宏

原
　
　
裕
二

福
井
　
一
彦

安
達
　
寿
規

大
嶋
　
辰
也

林
　
　
秀
樹

原
　
　
裕
二

藤
井
　
次
郎

堀
尾
　
俊
弘

片
山
　
直
樹

井
上
　
　
真

福
井
　
一
彦

藤
井
　
次
郎

安
達
　
寿
規

大
嶋
　
辰
也

石
倉
　
昭
和

嘉
藤
　
　
剛

堀
尾
　
俊
弘

小
村
　
　
徹

松
浦
　
寛
司

小
村
　
　
徹

大
坂
　
伊
作

大
嶋
　
辰
也

田
中
　
隆
一

花
本
孝
一
郎

石
倉
　
昭
和

井
上
　
　
真

井
上
　
正
一

松
崎
　
靖
彦

井
上
　
正
一

寺
田
　
彰
憲

井
上
　
正
一

松
浦
　
寛
司

23
5

24
9

26
9

28
4

29
5

30
1

22
27

28
27

20
16

20
09
.5
.9
　
島
根
県

土
木
部
長
　
鳥
屋
均

「
豊
か
な
県
土
づ
く

り
に
向
け
て
」

20
10
.5
.2
2　
㈱
グ
ラ
ン

ド
調
査
開
発
　
村
上
英

明
「
夢
の
道
関
門
ト
ン

ネ
ン
」
　
隠
岐
の
島
町

教
育
委
員
会
　
野
辺
一

寛
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

を
目
指
し
て
」

20
11
.5
.2
1　
島
根
大

学
教
授
　
横
田
修
一

郎
「
自
然
災
害
の
軽

減
に
向
け
た
社
会
の

構
築
」

20
12
.5
.1
9　
松
江
市

史
編
纂
委
員
　
乾
隆

明
「
土
木
・
建
築
・

産
業
技
術
が
作
っ
た

豊
か
な
松
江
藩
」

20
13
.5
.2
5　
島
根
県

立
大
学
短
期
大
学
部

教
授
　
鹿
野
一
厚

「
ア
フ
リ
カ
の
伝
統

的
牧
畜
社
会
へ
の

旅
」

20
14
.5
.1
7　
松
江
歴

史
館
専
門
官
　
宍
道

正
年
「
松
江
藩
の
時

代
　
そ
の
魅
力
」

20
11
.4
.1
1

日
本
技
術
士
会
が
公

益
社
団
法
人
と
な

る
。

20
10
.9
.1
8

瀬
戸
内
・
日
本
海
縦

断
技
術
士
会
(ホ
テ
ル

宍
道
湖
)

20
10
.1
.1
6

新
年
例
会
(鳥
取
県
技

術
士
会
と
の
意
見
交

換
)

20
15
.1
.3
1

30
周
年
記
念
式
典
(ホ

テ
ル
宍
道
湖
)

30
周
年
記
念
誌
発
刊

20
14
.8
.2
0

広
島
県
土
砂
災
害

消
費
税
8％

20
13
.5
.1
0

出
雲
大
社
本
殿
遷
座

祭 20
13
.7
.2
8～
29

津
和
野
川
・
名
賀
川

を
中
心
と
し
た
豪
雨

災
害
20
13
.9
.9
　
隠
岐
ジ

オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
盟

20
12
.1
0.
8

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
京
都
大
学

山
中
伸
弥
教
授
が
受

賞

松
浦
　
寛
司

林
　
秀
樹

林
　
秀
樹

渡
部
　
修
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日付 事業名 内　　　　　　容

第8回理事会 総会運営の確認

平成17年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:30～16:00
　出席116名　委任状　不明　全会員数193名　懇親会83人
　特別講演　テキスタイルデザイナー　矢野まり子「自然の
中で甦る絹の魅力」

2005/6/11 第1回理事会 ホテル宍道湖　13:30～15:00　出席16名
・平成17年度事業計画

2005/8/27 第2回理事会
松江テルサ研修室１　10:00～12:00　出席15名
・研究部会(石見銀山にテーマを集中)・交流部会（3県技術士
会、岡山、香川、島根）・規約改定委員会の立ち上げ

2005/10/1 第3回理事会 ホテル宍道湖　15:00～17:00　出席15名
・中四国支部40周年へ島根県技術士会の活動を報告

2005/11/19 第4回理事会

松江テルサ　15:00～17:00　出席14名
支部から牧山支部長、坂田副支部長、植田事務局長
・平成20年度第35回技術士全国大会の島根県開催について支
部から要請

2005/12/17 第5回理事会

ホテル宍道湖　10:00～12:00　出席12名
・平成20年度第35回技術士全国大会の島根県開催について可
能性を協議、会員に説明し総会での議決を得て受諾する方向
で決定

第6回理事会 くにびきメッセ　11:30～12:00　出席16名
・新年例会研究発表会の手順

新年例会
研究発表会

くにびきメッセ501会議室　出席者91名　懇親会64名
・世界遺産「石見銀山」共同研究報告
・松江市公共交通について提案

2006/3/18 第7回理事会
復建調査設計会議室　10：00～16:00　出席者15名
・H17年度事業報告、決算報告
・H18年度事業計画、予算案

2006/5/13 第8回理事会
ホテル宍道湖　10:30～12：00
・総会運営の確認

２００５年・平成１７年度事務局報告

2005/5/14

2006/1/21
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日付 事業名 内　　　　　　容

第8回理事会 総会運営の確認

平成18年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:30～16:00
　出席118名　委任状　不明　全会員数215名　懇親会86人
　特別講演　環境省環境カウンセラー　向井哲朗「NPOによる
環境への取り組み」

2006/6/17 第1回理事会 ホテル宍道湖　14:00～17:00　出席13名
・平成18年度事業計画

2006/8/5 第2回理事会
スティックビル505号研修室　13:00～17:00　出席13名
・研究部会(石見銀山の研究成果を大田市で発表する企画)
・交流部会（新潟県技術士会との交流）

2006/9/30 第3回理事会

スティックビル506号研修室　15:00～17:00　出席11名
　牧山支部長、植田事務局長、入江委員長、太田委員長
・平成20年度第35回技術士全国大会の島根県開催について協
議

2006/11/18 第4回理事会 スティックビル506号研修室　14:00～17:00　出席14名
・新年例会及び建設フェア打ち合わせ

第5回理事会 大田あすてらす第2会議室　11:00～12:00　出席17名
・新年例会研究発表会の手順

新年例会
臨時総会

大田市あすてらす
・世界遺産「石見銀山」研究発表会・式典　出席者98名
　祝賀会46名
・規約改正案承認・全国大会テーマ承認「神話の國で語る未
来技術の創造」

2007/2/17 第6回理事会 ホテル宍道湖　10：00～12:00　出席者14名
・役員改選準備・平成18年度合格者情報と入会の勧誘

2007/4/7 第7回理事会 スティックビル401号研修室　10：00～12:00　出席者16名
・役員改選・全国大会準備状況

2007/5/12 第8回理事会

ホテル宍道湖　10:30～12：00
・総会運営の確認
・H18年度事業報告、決算報告
・H19年度事業計画、予算案

２００６年・平成１８年度事務局報告

2006/5/13

2007/1/20
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日付 事業名 内　　　　　　容

第8回理事会 総会運営の確認

平成19年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:30～16:00
　出席118名　委任状72名　合計190名　全会員数219名　懇親
会76人
　特別講演　日刀保村下　木原明「たたら製鉄の技と精神」
＜誠実は美鋼を生む＞

2007/6/9
第1回理事会
全国大会実行
委員会

ホテル宍道湖　10:00～11:00　出席21名
・平成19年度事業計画
・全国大会実行委員会

2007/7/20 全国大会実行委員会
研修・編集委員会　出席12名
・回答について協議

2007/8/25
第2回理事会
全国大会実行
委員会

スティックビル505号研修室　13:30～17:00　出席21名
・全国大会実行委員会

2007/10/16
第34回技術士
全国大会(福
井)

島根大会をアピール　　参加者：10名

2007/10/27
第3回理事会
全国大会実行
委員会

スティックビル506号研修室　10:00～12:00　出席20名
・各部会及び建設フェア準備状況報告
・全国大会実行委員会

第4回理事会
全国大会実行
委員会

ホテル宍道湖　10:00～12:30　理事15名　実行委員9名　支部
から牧山支部長を含め5名
・新年例会研究発表会の手順・全国大会実行委員会

新年例会
研究発表会 研究発表会　出席者92名　懇親会59名

2008/2/9
第5回理事会
全国大会実行
委員会

ホテル宍道湖　10：00～12:00　出席者19名
・技術士試験受験講習会・ホームページの更新・全国大会実
行委員会

2008/4/19 第6回理事会 ホテル宍道湖　10：00～12:00　出席者15名
・平成19年度合格者情報と入会の勧誘・総会準備

2008/5/31 第7回理事会

ホテル宍道湖　10:30～12：00
・総会運営の確認
・H19年度事業報告、決算報告
・H20年度事業計画、予算案

２００７年・平成１９年度事務局報告

2007/5/12

2008/1/19
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日付 事業名 内　　　　　　容

第7回理事会 総会運営の確認

平成20年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:30～16:00
　出席136名　委任状　不明　全会員数226名　懇親会96人
　中四国支部　大田事業委員長「中四国支部情報」
　渡部会長　　「第35回技術士全国大会について」
　特別講演　島根県建設技術センター理事長　伊藤慶幸「土
木行政に携わって」

2008/6/21
第1回理事会
全国大会実行
委員会

島根県技術士会事務室　10:00～11:00　出席21名
・全国大会事務所開き

2008/7/26
第2回理事会
全国大会実行
委員会

島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席26名
・全国大会準備

2008/8/23
第3回理事会
全国大会実行
委員会

島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席30名
・全国大会準備

2008/9/20
第4回理事会
全国大会実行
委員会

島根県技術士会事務室　10:00～14:30　出席者35名
・全国大会マニュアルについて

2008/11/8
第5回理事会
全国大会実行
委員会

島根県技術士会事務室　13:00～17:00　出席22名　支部5名
・全国大会報告及び反省会

第6回理事会 ホテル宍道湖　11:00～12:30　出席者18名
・新年例会研究発表会の手順

新年例会
研究発表会 研究発表会　出席者84名　懇親会　名

2009/2/21 第7回理事会 島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者12名
・役員選挙準備

2009/4/25 第8回理事会 島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者25名
・役員選挙報告・新旧役員顔合わせ・総会準備

2009/5/9 第9回理事会

ホテル宍道湖　10:30～12：00
・総会運営の確認
・H20年度事業報告、決算報告
・H21年度事業計画、予算案

２００８年・平成２０年度事務局報告

2008/5/31

2009/1/17
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日付 事業名 内　　　　　　容

第9回理事会 総会運営の確認

平成21年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:30～16:10
　出席117名　委任状118名　合計235名　全会員数239名　懇
親会87人
特別講演　島根県土木部長　鳥屋均「豊かな県土づくりに向
けて」

2009/6/20 第1回理事会 島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席19/21名
・ホームページ管理・防災部会の報告・修習技術者の支援

2009/8/22 第2回理事会
島根県技術士会事務室　15:00～17:00　出席15/21名
・西日本技術士大会の参加募集・名簿作成と配布計画・中国5
県技術士会

2009/10/31 第3回理事会
島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席者14/21名
・松江高専への講師派遣(技術者倫理)・島根県外部アドバイ
ザー

2009/12/26 第4回理事会
島根県技術士会事務室　15:00～17:00　出席17/21名
・西日本技術士大会の報告・新年例会研究発表会・都市計画
審議会への委員派遣

第5回理事会 ホテル宍道湖　11:00～12:00　出席者17/21名
・新年例会研究発表会の手順

新年例会
研究発表会

研究発表会　出席者91名　懇親会76名
鳥取県技術士会との意見交換

2010/2/20 第6回理事会
島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者12/21名
・松江高専への講師派遣・各機関の委員、講習会の講師への
派遣・総会準備・平成21年度合格者情報と入会の勧誘

2010/4/24 第7回理事会
島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者16/21名
・H21年度決算見込み・H22年度予算見込み・H22年度事業計
画・新入会員状況

2010/5/22 第8回理事会

ホテル宍道湖　10:30～12：00　出席者19/21名
・総会運営の確認
・H21年度事業報告、決算報告
・H22年度事業計画、予算案

２００９年・平成２１年度事務局報告

2009/5/9

2010/1/16
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日付 事業名 内　　　　　　容

第8回理事会 総会運営の確認

平成22年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:30～17:40
　出席143名　委任状91名　合計234名　全会員数247名　懇親
会100人
特別講演　㈱グランド調査開発　村上英明「夢の道関門トン
ネン」　隠岐の島町教育委員会　野辺一寛「世界ジオパーク
を目指して」

2010/6/26 第1回理事会
島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席15/21名
・四国支部、中国支部発起会の報告・中国支部防災部会の報
告・研究分科会の活動準備

2010/8/21 第2回理事会
島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席15/21名
・日韓技術士大会、技術士全国大会の参加募集・瀬戸内日本
海縦断技術士会の開催・名簿作成と配布計画

2010/10/23 第3回理事会
島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席者14/21名
・日韓技術士大会の参加報告・島根県技術士会の30周年大会
について・広報活動

2010/12/11 第4回理事会
島根県技術士会事務室　15:00～17:00　出席17/21名
・青年部活動報告・広報活動・新年例会研究発表会・役員改
選の要領案打ち合わせ

第5回理事会 ホテル宍道湖　11:00～12:00　出席者17/21名
・新年例会研究発表会の手順・技術士二次試験講習会の開催

新年例会
研究発表会 研究発表会　出席者97名　懇親会65名

2011/3/5 第6回理事会 島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者12/21名
・役員選挙の実施方法・平成22年度合格者情報と入会の勧誘

2011/4/23 第7回理事会
島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者16/21名
・役員選挙の実施結果・H22年度決算見込み・H23年度予算見
込み・H23年度事業計画・新入会員状況

2011/5/21 第8回理事会

ホテル宍道湖　10:30～12：00　出席者19/21名
・総会運営の確認
・H22年度事業報告、決算報告
・H23年度事業計画、予算案

２０１０年・平成２２年度事務局報告

2010/5/22

2011/1/22
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日付 事業名 内　　　　　　容

第8回理事会 総会運営の確認

平成23年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:00～17:30
　出席142名　委任状93名　合計235名　全会員数264名　懇親
会105人
特別講演　島根大学教授　横田修一郎「自然災害の軽減に向
けた社会の構築」

2011/6/18 第1回理事会 エイト日本技術開発　15:00～17:00　出席17/20名
・理事の担当部門・各部会の活動予定

2011/8/20 第2回理事会
島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席16/20名
・日韓技術士大会、技術士全国大会の参加募集・太平洋瀬戸
内日本海縦断御術士会への参加・名簿作成と配布計画

2011/11/5 第3回理事会

島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席者17/20名
・会員名簿配布状況・太平洋瀬戸内日本海縦断御術士会への
参加報告・青年部会活動報告・松江高専倫理教育への講師派
遣・島根県との防災教育・日本技術士会中国本部の活動

2011/12/17 第4回理事会
エイト日本技術開発　15:00～17:00　出席17/20名
・中国本部参院例会の報告・技術士試験受験対策講習会・青
年部活動報告・新年例会研究発表会

第5回理事会 ホテル宍道湖　11:00～12:00　出席者20/20名
・新年例会研究発表会の手順・技術士二次試験講習会の開催

新年例会
研究発表会 研究発表会　出席者102名　懇親会69名

2012/3/17 第6回理事会
島根県技術士会事務室　15：00～17:00　出席者16/20名
・中国本部の理事会報告・平成23年度合格者情報と入会の勧
誘

2012/4/21 第7回理事会
島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者16/20名
・中国本部理事会報告・H23年度決算見込み・H24年度予算見
込み・新入会員状況

2012/5/19 第8回理事会

ホテル宍道湖　11:00～12：00　出席者20/20名
・総会運営の確認
・H23年度事業報告、決算報告
・H24年度事業計画、予算案

２０１１年・平成２３年度事務局報告

2011/5/21

2012/1/21
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日付 事業名 内　　　　　　容

第8回理事会 総会運営の確認

平成24年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:00～17:30
　出席156名　委任状85名　合計241名　全会員数277名　懇親
会97人
特別講演　松江市史編纂委員　乾隆明「土木・建築・産業技
術が作った豊かな松江藩」

2012/6/30 第1回理事会
島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席17/20名
・理事の担当部門・各部会の活動予定・道路橋示方書改訂に
関わる講習会・H25以降の技術士二次試験の内容

2012/8/25 第2回理事会

島根県技術士会事務室　10:00～11:30　出席12/20名
・太平洋瀬戸内日本海縦断技術士会への参加報告・中国5県技
術士会の報告・名簿作成と配布計画・川の観察会活動報告・
景観アドバイザーの推薦

2012/11/10 第3回理事会

島根県技術士会事務室　10:00～11:30　出席者15/20名
・道路橋示方書改訂講習会の報告・会員名簿配布状況・松江
高専倫理教育への講師派遣・固定電話の廃止・ベアセロベ参
加報告

2012/12/8 第4回理事会

エイト日本技術開発　15:00～17:00　出席15/20名
・井上、寺田、林技術士の表彰報告・建設技術センターへ講
師派遣・技術士受験対策講習会・庭園文化研究会への追加予
算処置・新年例会研究発表会・島根県立大学との交流企画

第5回理事会
ホテル宍道湖　11:00～12:00　出席者19/20名
・新年例会研究発表会の手順・プレスリリースの報告・益田
での防災企画

新年例会
研究発表会 研究発表会　出席者106名　懇親会78名

2013/3/9 第6回理事会

島根県技術士会事務室　10：00～11:00　出席者15/20名
・理事選挙の開催・総会の講演者・益田での防災企画の報
告・平成24年度合格者情報と入会の勧誘・島根県県立大学と
の交流企画の報告

2013/4/29 第7回理事会
島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者10/20名
・理事改選結果報告・総会準備、講演者・松江市景観審議委
員・島根県長寿命化修繕対策検討委員の決定

2013/5/25 第8回理事会

ホテル宍道湖　10：40～12：00　出席者19/20名
・総会運営の確認
・H24年度事業報告、決算報告
・H25年度事業計画、予算案

２０１２年・平成２４年度事務局報告

2012/5/19

2013/1/19
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日付 事業名 内　　　　　　容

第8回理事会 総会運営の確認

平成25年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:00～17:00
　出席143名　委任状96名　合計239名　全会員数294名　懇親
会99人
特別講演　島根県立大学短期大学部　総合文化学科　鹿野一
厚　教授「アフリカの伝統的牧畜社会への旅」

2013/6/15 第1回理事会

島根県民会館202号室　15:00～17:00　出席15/18名
・理事の担当部門・30周年記念行事について
・日本技術士会中国本部岡山県支部結成式典について
・松江高専講義について・各部会の活動予定

2013/8/24 第2回理事会

島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席13/18名
・日本技術士会中国本部岡山県支部結成式典の報告
・30周年記念行事・名簿配布計画
・技術士会ホームページについて

2013/11/2 第3回理事会

島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席者14/18名
・平成25年度中国5県技術士会の報告・日本技術士会中国本部
島根例会・30周年記念行事・松江高専への講師の派遣・太平
洋・瀬戸内海・日本海縦断技術士会の報告・新年例会研究発
表会・名簿配布状況・建設興業タイムス・カレンダー作成の
協賛

2013/12/14 第4回理事会

島根県民会館205号室　15:00～17:00　出席16/18名
・青年部会の行事報告・新年例会研究発表会・山陰中央新報
年賀広告・(有)建設工業タイムス社・「建設産業カレンダー
2014」の発行後援

第5回理事会

島根県職員会館　10:40～12:00　出席者15/18名
・新年例会研究発表会の手順・技術士二次試験対策講習会・
土木学会への協力依頼について・島根県立大学連携企画
(1/15)の概要・島根県景観審議会委員の派遣

新年例会
研究発表会 研究発表会　出席者91名　懇親会61名

2014/3/8 第6回理事会

島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者16/18名
・平成26年度総会での講演者について(宍道正年氏に決定)
・平成26年度建設技術センター講習会・技術士二次試験対策
講習会・30周年記念行事・平成25年度合格者情報と入会の勧
誘

2014/4/26 第7回理事会

島根県技術士会事務室　10：00～12:00　出席者16/18名
・平成26年度建設技術センター講習会・30周年記念行事・総
会準備・太平洋・瀬戸内海・日本海縦断技術士会・今福線－
浜田市からの依頼・平成25年度合格者情報と入会の勧誘

2014/5/17 第8回理事会

ホテル宍道湖　10：00～12：00
・総会運営の確認
・H25年度事業報告、決算報告
・H26年度事業計画、予算案

２０１３年・平成２５年度事務局報告

2013/5/25

2014/1/18
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日付 事業名 内　　　　　　容

第8回理事会 総会運営の確認

平成26年度
通常総会

ホテル宍道湖　13:00～17:00
　出席134名　委任状129名　合計263名　全会員数301名　懇
親会95名
特別講演　松江歴史館　専門官　宍道正年「松江藩の時代
その魅力」

2014/6/7 第1回理事会 島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席11/18名
・各部会の活動予定・講師の派遣

2014/9/6 第2回理事会

島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席14/18名
・太平洋-瀬戸内海-日本海縦断技術士会の報告
・講師の派遣・広島県土砂災害について
・30周年記念行事・名簿配布計画

2014/11/8 第3回理事会
島根県技術士会事務室　10:00～12:00　出席12/18名
・30周年記念誌、新年例会、記念式典について
・防災部会(広島県土砂災害)について

2014/12/20 第4回理事会

松江市市民活動センター　13:00～15:00　記念誌編集会議
　　　　　　　　　　　　15:00～17:00　理事会　出席18名
・建設工業タイムス、山陰中央新報社　年賀広告及び協賛
・今福線マップについて
・30周年記念誌、新年例会、記念式典について

準備委員会 ・式典・祝賀会の準備

2014/1/31

新年例会研究
発表会
30周年記念式
典

ホテル宍道湖
★新年例会研究発表会
★30周年記念式典
★祝賀会

(予定)
2015年2月 第5回理事会

・理事選挙の開催
・総会の講演者
・講師の派遣など

(予定)
2015年4月 第6回理事会

・理事改選結果報告
・総会準備、講演者
・講師の派遣
・新入会員の勧誘など

(予定)
2015/5/23 第7回理事会

ホテル宍道湖　10：00～12：00
・総会運営の確認
・H26年度事業報告、決算報告
・H27年度事業計画、予算案

２０１４年・平成２６年度事務局報告

2014/5/17
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編集後記 
 

私事ですが平成 4 年に転勤で松江支社に着任後、入会させて頂き 23 年が
経過しました。最初のころの懇親会は、ホテル宍道湖の大広間で 3～4 テー
ブルを囲んでおこなわれ、一寸遅れると先輩方の席となり、緊張のため酒の

味がしなかった記憶があります。1 年は 365 日、8760 時間ですが、私のな
かの時間速度は年々加速され、1 年前に 30 周年記念誌の編集委員に任命さ
れたのがつい先日のような気がします。あれこれ思ってはいたのですが有効

打とならず、他の編集委員の方にご迷惑をお掛けしました。  
執筆依頼に応じて頂いた皆様、ありがとうございます。締切後に原稿レイ

アウトの変更を行い、いらぬ手間をお掛けしましたことをお詫びします。  
今年は羊年、5 回目の年男で会社員生活も最後となります。ある人により

ますと地上の楽園が待っているらしいのですが、なにもすることが無く、「引

きこもり」にならないように、これからも島根県技術士会を利用させてもら

おうと思います。                       （児島） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

島根県技術士会 21～30 周年の歩み 
平成 27 年 1 月 31 日発行 

編 集 発 行 者：島根県技術士会 
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